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　本校の強行遠足は教育的側面だけでなく、体育学、医学等の方面からも、早くから注目されていた。これは本校の強行遠足の時間・
距離が長いということばかりでなく、周到な準備のもとで実施され、

大きな事故もなく長年にわたり継続され続けてきたことが大きい。

また、事後の分析や反省を徹底して行っているほか、綿密な統計の

積み重｀ねも間心のもとになっている。

　本校の強行遠足は昭和12年（1935）発刊の「本校に於ける強行遠足の意義と其の実際」によって全国に一躍有名になった。
17年（19

41）、東京の学校衛生医師会からの照会に応じて、嶋田武先生が東

京・岸体育館に赴いて詳細な説明を行った。その際、17年版「本校

に於ける強行遠足の意義と其の実際」が資料として作成された。出

席した体育、医学の関係者はすでに19回も実施されている実績に驚

嘆し、翌18年（1943）の20回大会には文部省の体育技官ほか４名が

視察に訪れた。

　強行遠足は第２次世界大戦中にも実施され、本校の強行遠足を軍隊の行軍におきかえて調査されたこともあった。結果は極秘とされ

たが、この年齢の若者でも24時間の行軍に耐えられるものだと賞賛

された。

　戦後、23年（1948）には東京慈恵会医科大学の第一生理学・名取研究室の名取教授の指導のもと、文部省の科学研究費を受けて２年

間にわたり12名のスタッフが科学的な調査、研究を行った。この報

告６篇は体力医学会の機関誌「体力科学」（昭和24年第２号、26年

第３号）に発表された。

　35年には本校職員・花輪民夫先生が行った「土踏まずの大きさと歩行距離の関係について」はユニークな研究だとして、全国体育優

秀学校研究集録に紹介される一方、日本体育学会で発表された（

「体育学研究」昭和35年・第５巻第1）。
　－　－J.J.　--●　　s　　　　・
　その後、38年（1963）には
河島みどり氏を通して、エヌ

の資料の提供を求められた

　ソビエト連邦（当時）大使館の通訳・

・カー・クルプスカヤ教育専門学校へ

　また、46年（19711）には、東京教育大学（現・筑波大学）の小川新吉教授の指導で、学生数名が被験者として実地に参加し、長距離・

長時間の持久歩行における生体機能の研究を行った。

　51年（1976）には、都留文科大学が歩行距離約100kmの本校と337
kmの他校とを比較して、尿成分排泄量に与える影響を比較する研究
を行った。

　また、54年（1979）には官公庁へ配布されていた「フォト」誌の
グラビア、記事によって社会体育関係者からの問い合わせが増えて
きた。

　56年（1981）には、ジョギング、

スポーツ・マガジン「ランナーズ」
市民マラソンの隆盛を反映して、

が同行取材を行った。
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　24時間強歩の体力医学的研究（Ｉ）

　　　　酒井敏央（浦研・慈大生理）他１名

　昭和23年（1948）10月25日正午に出発する生徒10

00余名のうち希望者27名を被験者にした。

　出発前に予め身長・体重・胸囲等の形態計測や脈

縛・血圧・肺活量・握力・唾液のＰＨ・尿のＰＨ・

尿蛋白質を検査し、一応の基準値とした。上諏訪

（68k）・小野（94k）・松本（110 k ）では、そ

れらの機能変化を調査したり、また血尿の有無や更

に疲労の程度を知るため空間定位能（勝沼法にて）

と膝蓋腱反射閥（浦本法による）を調査、その他顔

貌・一般的疲労状態、体力概要について調べた。

　それらの調査成績の考察・摘要をみると、

①　個々の観察から、強行遠足の結果、強度の疲労

　状態にあると推察せられるが、強歩それ自体の負

　荷より受ける生理学危険閥は、一時越えても破談

　者の競技に対する自由により調節せられる。これ

　はこの強歩が充分な注意と指導を以って行われれ

　ば、大して危険な運動競技ではないことを示すも

　のであろう。

②　優秀なる成績を挙げたものは、従来知られてい

　たように比較的体重の重くなく、又“最小限項目

　に依る体力判定法”の概評による「良」及び「普

　通」に属するものが多いようであった。

　24時間強歩の体力医学的研究（Ｈ）

　　　山本清（慈恵大・名取研究室）他８名

　前年に引き続いでの体力学的調査研究の総括的な

報告である。

　今回の被験者は自然科学研究部員（１～３年）23

名である。 23名の平均身長は159.4cm。体重48.9kg。

背活量3699cc。背筋力118kg。それらの平均値は同

年令層の平均値よりはかなり劣っていた。 23名の他、

上諏訪で12名、松本で18名、また検者12名も臨時の

被験者になり、同様な検査を受けた。

　検査は、精神機能及び体液の変化を含めて、広く

体力の変化を知ることとし、現場で極めて容易に検

査が実施できるという点を考えて、次の８項目を決

めた。

（1）一般検査及び調査（顔付、貧血、震顛・政行痛

　みの部位、一般的気分、続行の意志、疲れた地点、

　体んだ地点・理由・時間・回数・食事の回数・種

　類・量と地点・排尿の回数）

（2）膝閥測定

●　●

（3）柔軟度（躯幹前屈度）

（4）下腿周

（5）描線検査（神経筋総合機能を調べる）

㈲　視覚機能（裸眼、矯正視力・中心暗点、色覚近

　点距離、調節弛緩時間）

（7）白血球比率

（8）扁平足（整形外科的見地から歩行能力を調査）

　　・調査の総括

①　膝閥、柔軟度、視覚、描線機能、下腿周、白血

　球像等の変化の過程を調査したところ、いずれに

　も著明な変化を認めた。

②　諸検査の結果を総合すると、強歩の経過と共に

　機能変化も高度となる。そして、それは疲労の度

　合と大体平行する。

③　しかし、変化の程度は強歩開始後が最も大で、

　その後、変化の速度は低下する。強歩後期におい

　て、ある機能はやや回復を示しだのは、検査直前

　の地形が下り坂であること、夜明けと共に全身機

　能が転換することなどに関係が多いと思われる。

④　強歩者（高度筋作業）と検査者（徹夜精神作業）

　の機能変化の間には量的差異だけでなく質的差異

　も著しい。たとえば柔軟度では全く逆であり白血

　球比率でも質的に異なる。

⑤　しかし、強歩者において精神機能・精神調節機

　能の変化も強い。たとえば大脳筋総合機能検査と

　見られる描線検査法での変化は検査者よりも著し

　い。

　　これらのＩ・Ｈの発表の他に、同時に調査を項

　目別に発表したものとして、次の４編があった。

　　これらの題名・代表者および摘要を紹介すると

　つぎの通りである。

　　24時間強歩時の柔軟度について

　　　　　　浦本　一（浦本研究所）

△　摘要

①　柔軟度は長時間強歩という強い筋的負荷により

　明かに低下する。

②　柔軟度は徹夜鐙力検査という強い精神的負荷に

　より明かに増加する。

③
④
　柔軟度は年齢と共に低下するらしい。

　柔軟度は身長、下肢長、背筋力、体重、胸囲等

とは無関係の豊力指標であるらしい。

⑤　柔軟度の変化は屈、仲の桔抗筋の相互神経支配

　機能低下によるものではないかと考える。

『歩け、心のかぎり』／研究報告紹介　2認
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　以上により、柔軟度は極めて簡単に測りうるか

ら、現場での質検が容易であり、しかも体力学上

重要な一指標であると考えられる。柔軟度の日差、

年齢差、生活条件（スポーツ、労働姿勢等）によ

る差等は今後研究すべき興味ある問題である。

24時間強歩時の視機能の変化について

　　酒井敏夫（慈大生理・名取研究室）他３名

△　摘要

　吾々は、昭和24年度甲府第一高校24時間強行遠足

時に於ける視機能の変化を見る目的にて、近点距離・

調節弛緩時間・視力・中心暗点・色神の５種目の検

査を実施した。

田　中心暗点・色神はこの様な肉置負荷にても何ら

　変化を示さなかった。

（2）近点距離測定では、負荷の程度に依り延長する

　傾向があり、特に甲府・上諏訪間では著明な延長

　が見られた。

（3）調節弛緩時間に於ては、上諏訪で著しい延長が

　認められたが、小野・松本では逆に短縮する傾向

　であった。

（4）視力は、上諏訪・小野・松本と負荷に応じて低

　下する事が認められる。

（5）これら諸検査の結果より見て、この様に強度の

　競歩では、身体機能は或程度の負荷になると定常

　状態に入り、その後は余り変動を示さず経過する

　と思われる。

　　24時間強歩時の白血球比率変化について

　　　奥津汪（慈大生理・名取研究室）他４名

△　摘要

　21人の被験者及び６名の実験者に就いて白血球百

分比の変化を観察した。

（1）強度の運動負荷により、白血球百分比に於て好

　酸球の減少が著明に認められた。

（2）相当の精神負荷と考えられた徹夜の実験者の血

　液像では、好酸球の減少、好中球棒状核細胞及び

　単球の増加が認められたが、その程度は運動負荷

　に比して軽度で且つ経過にも梢異る所がある。

　以上により白血球百分比の算定は可なり強い肉体

負荷の場合、その程度の判定に有用な検査法と思わ

れる。

24順強鏑における｢鵠畦法｣の実能果について

翌々『歩け、心のかぎり』／研究報告紹介

　　　増田凭（慈大生理・名取研究室）他３名

△　摘要

（1）描線検査法なる簡易な検査方法を考核し、主と

　して強度の肉体作業（強歩）時の変化につき実験

　した。

（2）核酸生徒各群とも強歩の経過は共に度数分布曲

　線の右方転位と曲線形の乱れは著明となり、尖度

　も低くなる。

（3）強歩者が自己の能力の限度に達したと見られる

　停止地に於ては上の変化は最も高度で、平均値、

　分散度も最高値を示す。尚強歩能力を残す場合に

　は著明でなかったことは、本検査法が疲労判定法

　として使用し得ることを示すものである。

（4）本法は筋作業時の大脳機構の変化、及び筋運動

　調整機構の機能低下の状況を示すものかと思われ

　るが尚明かでない。

　　土踏まずの大きさと歩行距離の関係について

　　　　　　　花輪民夫　甲府―高

　この研究は、ユニークな研究発想と高く評価され、

全国体育優秀校研究集録に紹介されたばかりでなく、

日本体育学会の本大会に発表され、「体育学研究」

昭和35年（１９６０）ＶＯＬ５．Ｎ０ １．Ｐ２６１に掲載

された。

　研究は昭和31年から３年間にわたり、男子1311名、

女子183名を対象に行われた。その研究を要約紹介

すると、次のとおりである。

　土踏まずの大きさと歩行距離の関係は、男子につ

いては、上諏訪（64km）より前で止めた者の場合は、

土踏まずの大きさが歩行距離に影響を持つとは考え

られないが、上諏訪以遠に歩行した場合には、土踏

まずが大きければ大きいほど、歩行距離が増すとい

う傾向が見られた。

　女子の場合は、距離が増えるにつれて土踏まずが

影響し、変化していく様子は見られなかった。

図･ｌ　　土踏まずの算出方法

　　斜線の部分Yyai=蔭届岩岫7
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ソ連・ｸﾙﾌﾟｽｶﾔ専門学校から資料を求められる

　昭和38年（1963）末にソビエト大使館で通訳をし

ていられる河島さんと言う女性から学校長あてに次

の様な手紙が届いた。

　　「前略……実は私はモスクワ大学ですこし勉強し

たものでございますが、その時大変お世話になった

ロシヤ人 くわしく言えば教育大の体育の先生に

歩による旅行のための負荷量をどの位に決定したら

よいかと言う問題です。この仕事は生活自体によっ

て導きだされました。つまり我が国では現在大多数

の学童が積極的にこの徒歩旅行（ヒッチハイク）に

参加しだしたからです。彼等のオルガニズムに負荷

量、距離、行程の時間、時速などがどんな影響をあ

たえているかと言う点に関して我々はまだはっきり

つかんでおりません。実生活でもわかるように児童

の成長しつつあるオルガニズムの過労は健康上有害

です。この事と関連してヒッチハイクを行う場合に

彼等の健康を管理し、肉体的負荷量の厳格な標準を

定めることが必要です。この問題について部分的解

決はなされました。種々の研究結果と医学管理下に

行われた実際的試みとによって我々は若いハイカー

たち、中学生、12歳～15歳のための必要な標準をだ

すことが出来ました。皆様が御親切にお送り下さい

ました資料は我が国だけではなくもっと広範囲での

この問題の状況について知らせてくれました。この

事に対して深く感謝すると共に私どもとしましては

もし皆様が御希望なら実験の結果を御参考までにお

送りしますし、何かに御発表下さっても結構です。

最後にあたりましてもう一度御厚意を謝しあわせて

資料を翻訳して下さった河島にも御礼申し上げます。

尊敬をこめて　セルゲイ・ペトラシアン

1964年４月４日　モスクワにて」

　100km長距離歩行における生体の諸変動

　　小川新吉（東京教育大スポーツ研）他４名

　昭和46年（1971）の強行遠足の際、特別に参加し

た健康な大学生７名（22～27才）、いずれも運動選

手を被験者として、長距離・長時間の持久歩行にお

ける生体に加わる生理的負担度、および生体機能の

動能について、生理的・生化学的な見地から検討を

試みたものである。（東京教育大体育学部スポーツ

研究報10 ・1972）

　測定項目は、心拍数、体重、血圧、膝閥値、血液

検査（乳酸、糖、ＦＦＡ、トリグリセライド、およ

びＧＯＴ、ＧＰＴ、ＬＤＨ、アルドラーゼ、ＣＰＫ

活性値）、尿検査（蛋白、ケント体、ＰＨ）等であ

る。

　測定結果は以下にまとめる通りである。

（1）歩行中の心拍数は100拍前後で、aerobicな状

　態で持久的に歩行が継続された。

（2）体重は34km地点で平均4.4％（3.5kg）の減少を

『歩け、心のかぎり』／研究報告紹介　認5
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ぜひ日本の資料をいただきたいと、帰ります時くれ

ぐれも依頼されました。 10月に帰って参りましたが

プレオリンピックで忙しく、その時おめにかかった

体協の方々にいろいろお世話をねがいこのほどやっ

と貴校で私のほしい資料があるとの御連絡をいただ

き筆をとっている次第です……略。

　エヌ・カー・クルプスカヤ教育専門学校理論科の

研究資料として次の質問にお答えいただきたいので

す。

　１．年令に応じてどの位の行程をくむか。

　２．１日の場合、２日３日の旅程の場合どの位の

　　キロ数がいいと思うか。

　３．その場合もっともよいと思われる時速

　４．男子と女子との負荷重量。

　５．行軍時間と休息時間。

　６．何才以上から数日間の旅行をすればよいと思

　　　うか。又その日程は何日位か。

　後略」

　質問の主旨と本校の強行遠足とは大部相違がある

訳だが、強行遠足の目的、実施要領、現在までの状

況、意見などを書いてご返事したところ、39年の４

月になり礼状を頂いたので（原文はわからないので

訳文のみ）紹介しておく。

　　「拝啓　昨年末に突然お手紙をさしあげ貴校の強

歩の資料をお願いしたものでございます。人手しだ

いすぐに訳して送りましたら丁度著作に間に合い大

変よろこばれました。モスクワからの御礼状がおそ

かったのは３月まで多忙だったからだと思います。

今仕事が終りあらためて貴校あて御礼がまいりまし

た。それと切手を送ってまいりました。目下切手と

本以外、ソビエトから自由に送れないのです。彼の

手紙を訳すと共に重ねて私からも御礼申し上げます。

なお訳文中専門用語でおかしい点もあると思います

が御判読下さい｡」

　○　○　様　　　　　　　　　　河　島　みどり

　　「拝啓、尊敬する皆様、我々の実験的な仕事は我々

の前に一つの問題を提示しました。即ち、学生の徒
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　示し、その後夜食等をとった関係もあって、徐々

　に回復傾向を示しているが、寒冷条件下でも発汗

　等による脱水現象はかなり著しい。

（3）血圧は最高、最低血圧とも34km地点では低下を

　示し、その後は休憩・夜食をとった関係もあって

　やや上昇したが、76km地点では再び低減を示し、

　心機能からみても疲労は極めて著しいことが予知

　される。

（4）膝闇値は、１名の例外をのぞき、34km地点では、

　６名が増大し明かに疲労現象が認められたが、50

　km地点では遂に７名中５名が低下し、その後67km

　地点はさらに低減して、脊髄レペルの神経系の機

　能は異常興奮状態に陥っていることが考えられる。

（5）血中代謝産物の乳酸、ＦＦＡは増加し、かなり

　個人的変動を示しているが、血糖は50km地点まで

　に７名中５名が出発前値以下に低減し、夜食の補

　給ととも上昇傾向に転じ、回復時には出発前値以

　上を示した。

　　また、トリグリセライドは漸次低下していき、

　運動終了時から２時間経過しても回復傾向を示さ

　なかった。

（6）血清中の酵素活性値については、いずれの酵素

　も上昇がみられたが、比較的変動の小さい酵素は

　ＧＰＴで、最も変動の著しい酵素はＣＰＫであっ

　た。特にＣＰＫは運動終了時点で急激な上昇を示

　している。

　　またいずれの酵素も、運動終了後から２時間を

　経過しても活性値が殆んど安静レペルに戻らず、

　回復が著しく運延し、生体にかかる負担度は極め

　て大きいことが考えられる。

（7）尿中成分に関しては、30km地点では７名中６名

　に蛋白が出現し、50km地点以後は蛋白、ケント体

　の両者が出現し、回復１時間にも５名中４名に蛋

　白、５名中３名にケント体の排泄が認められる。

　また、尿のＰＨは漸次低下して酸化性の傾向を示

　し、尿中代謝産物の面からみても生体負担度は著

　しく大きいことが考えられる。

（8）以上の生体諸機能の変動と回復経過を総合して

　みると、この100kmの長距離強行遠足の生体に加

　わる生理的負担度は極端に大きいものと考えられ、

　行事参加事前の健康検査と、爾後の休養に意を十

　分払う必要があることは諸をまたない。

2昂『歩け、心のかぎり』／研究報告紹介

　高校生徒の強歩大会における尿成分排泄量の変動

　　　　　一日本体育学会第28回大会発表

　　　　　一木昭男（都留文大）他２名

ｏ　昭和51年（1976）の強行遠足に２・３年男子50

名が協力、本校の100 k と他校33kの歩行距離差が、

尿成分排泄量に与える影響を、運動前後の尿を通し

て比較した。

　検査項目はＰＨ（ＰＨ計）・クレアチニン（FOI

in－Wu法）･カリウム（テトラフェニルボロン法）・

蛋白質（ビニレット法）・ビルビン酸（FranKe1法）

・乳酸（BarKer－Summensan法）・比重・心拍数・

アンケート。

　結果と考察（甲府一高をＫ校、比較高をＴ校）

（１）ＰＨ　Ｋ校は運動後に酸性が強くなる傾向が認

　められる。これは長時間の運動負荷が原因してい

　ると思われる。Ｔ校のそれは運動の前後で殆んど

　変らない。Ｋ校＞Ｔ校

（2）クレアチニン　軽い運動では増減がなく、激し

　い運動では増加する傾向があると報告されている。

　今回は後者に当たる。相当強度の運動で、昨年報

　告したＯＬの全日本トップランナー達との類似の

　傾向がある。Ｋ校＞Ｔ校

（3）カリウム　短距離では減少、長距離では増加の

　傾向があると報告されている。今回もその傾向に

　ある。Ｋ校＞Ｔ校

（4）蛋白質　強い持続運動では蛋白尿が認められ、

　一般に筋疲労の指標ともされる。今回の数値から

　疲労状態にあると思われる。Ｋ校＜Ｔ校

（5）ピルビン酸　乳酸産生の際の中間代謝物であり、

　特に酸素の供給が不足すると著しく増加する。Ｋ

　校が著しく多いのは、長時間にわたる運動のため、

　エネルギー源が不足したことが原因と思われる。

　Ｋ校＞Ｔ校

（6）乳酸　エネルギー発生の残物として筋肉に蓄積

　され、血液によって運ばれて尿中に排泄されてく

　る。乳酸量の多少は筋疲労の強弱の指標になる。

　Ｔ校は距離が短いにも拘らずＫ校より多い傾向に

　あるのは、距離が短いために全コース走った者が

　多かったためといえる。いずれにしても疲労状態

　にあると見ることができる。Ｋ校＜Ｔ校

（7）比重　各成分の排泄量が増加すると比重が大と

　なる。今回も後値に若干増加が認められる。

　Ｋ校≒Ｔ校

結　論
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①　運動前後を比較すると、再校ともカリウム、蛋

　白質、ピルビン酸、乳酸に運動後増加の傾向が認

　められた。

②　再校を比較すると、ピルビン酸はＫ校に、乳酸

　はＴ校に多い。

強行遠足事前準備のための授業での取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　小　尾　裕　志１．はじめに

　本年度、第70回を数え、無事終了した本校の伝

統行事である強行遠足の意義については、これま

で数多く述べられている。とりわけ、特徴的なの

は到達時間の早さや距離について注目するばかり

でなく、参加生徒が各々の体力の限界近くまで挑

戦し、その過程で様々なことを体験し、貴重な財

産を得ることに価値を見い出しているところであ

る。したがって、最終目的地に早く着いたからと

いって勝者でもなければ､途中落伍したからといっ

て敗者と線引きをしないのである。このことは、

強行遠足の基本的精神であり、これからもこの行

事が続く限り、その根幹を成すところである。

　しかしながら同時に、大会を運営している側か

らすれば、無事故でつつがなくこの行事が終了し、

生徒が所期の目的を達成することとともに、その

大会での参加率や最終目的地までの到達率、平均

走行距離が自然と気になるのもまた事実である。

　表1・2（P89、90）は、40回大会から今年度

70回大会まで最終地点到達率、平均走行距離の推

移である。表１を見ると、65同大会から男女とも

に到達率の低下が顕著であり、特に男子は今後一

層の低下傾向が懸念される。また表２の平均走行

距離からは、女子はほぼ横ばい状態であるが、男

子はゆるやかな減少傾向にあることが読み取れる。

その実施年の気象条件等の違いを取りのぞいたと

しても、近年では、生徒の意識・基礎体力の変化

とともに、徐々に「歩く」距離が減少していると

いう事実が浮かんできている。

２．研究の動機・目的

　かつて本校では、１万米競争、強行遠足リハー

サル、駅伝大会が行われていた時期があったが、

時代の流れとともに、それらの「歩く・走ること」

を目的とした体育的行事は消滅していった。保健

体育科としてもこれまで、強行遠足が近づくと、

授業の一部をさいて注意事項やポイントを指示す

ることはあっても、そのために持久走を取り入れ

るなど特別な配慮は料内で共通して行われていな

かった。それは、先に述べたような強行遠足の精

神の理解と、生徒の自主的な取り組みに期待して

いたからである。しかし近年では、強行遠足が終

了し、到達率の減少等の結果が出るにつけ、課題

の一つとして残されてきていた。

　本年度当初、教科会議で、このことがあらため

て話題になり、分析・検討がなされた。そして、

生徒は本当に力を出し尽くして(出し尽くせて)

いるのかどうか、また、無理強いをさせるという

のではなく、十分に力が発揮できる下地や事前の

練習のための動機づけを積極的に行い、到達率の

減少傾向に何らかの歯止めがかけられる取り組み

の必要性が確認された。

３．研究の方法

　生徒には強行遠足の事前に、歩行計画を立てる

ことを指導しており、生徒向けの強行遠足実施要

覧の中にも、歩行計画立案参考図(別表P263、2

64)が示されている。この参考図を見ながら、生

徒が自らの体力に合わせて歩行計画を立て、それ

に基づいて歩行出来ればよいのだが、多くの場合、

実際にはこれを効果的に使いこなしていないのが

現状である。それは、歩行計画を立てる際に、生

徒の、距離に対する感覚と歩行速度に対する感覚

が乏しいからであると考えられる。例えば、計算

上、時速6kmで進もうとしても、その速度がどの

くらいなのか実感としてつかんでいないから、い

ざ歩く段になると立てた計画が役に立たなかった

り、また、自分の歩きたいスピードが頭に描かれ

ていても、それが数値で表せないから計画が立て

られないということにつながっているものと思わ
れる。

　そこで今年度は、一定の距離を、速度を意識し

ながら歩き、所定時間から時速を導き出すことに

よって、生徒が各自の歩行速度を実感して、より

実質的な歩行計画を全ての生徒が立てられるよう

になることを目的とし、９月前半の体育の授業の

中で、この取り組みを行った。

　(研究の具体的実践)

(1)本校の敷地を周回するlkmのコースを設定する。

(2)歩行計画作成資料(表３)を掲示する。

(3)授業計画を作成する。

　①　１時間目の生徒の取り組み。
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　　ア　各自が設定した速さで、周回コースを１周

　　　し、所定時間を計り、表３により時速に換算

　　　する。

　　イ　同時に、速さを変え、計３回計測する。

　　ウ　体感した時速をもとに、検印所での休息時

　　　間も加えた目標地点への到着時刻を想定し、

　　　区間における予定歩行速度を設定する。

　②　２時間の生徒の取り組み。一確認作業

　　ア　予定歩行速度を確認しながら、周回コース

　　　を歩く。

　　イ　歩行計画の調整。

　　　　疲労感、気象条件等を考慮しながら、予定

　　　歩行速度を変化させ、歩行計画立案参考図に

　　　数値を書き入れて、授業担当の生徒に提出す

　　　る。

(4)授業担当者は、歩行計画をチェックし、コメント

　をつけて返却する。

(5)本大会では、この歩行計画を携行し、これに基づ

　いて歩行するように指導する。

４．結果と課題

(1)ほぼ９割を越える生徒が予定どおり実施し、歩行

　計画案を作成できたことは大きな成果であった。

　また、生徒の感想としても、自分の歩行速度がど

　のくらいかつかめ、計画が立て易かったと好評で

　あった。

　　しかし、基準になる周回コースの距離が1kmと、

　全体から見れば、短い距離をもとに時速を出して

　いるので、自分の力を錯覚して、速すぎるペース

　を設定していた生徒も見られた。

(2)本年度の最終目的地までの最終到達率は、男子27.

　4％、女子62.3％であり、平均走行距離は、男子7

　8.3km、女子41.5kmであった。この結果が今回の

　この試みと直接的にどう結びつくのか検討・分析

　する余地があるが、少なくとも授業を通しての取

　り組みがマイナスにはならなかったものと考える。

(3)長い距離を制限時間内に、継続して、歩くことに

　関わる諸条件がなかなか読み切れず、計画の中に

　盛り込まれていないことから、計画倒れに終わっ

　ているケースが多く見られた。

　①疲労度の進み具合

　②コースの高低差

　③気温の変化

　④　救護検印所での休息・食事時間

　　　特に男子では、途中検印所が16ヵ所あり、10
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　　分ずつ休んだとしても、２時間40分となるので、

　　効率的な休息時間の取り方も指導ポイントの一

　　つであると思われる。

(4)登下校時、および自由時間における歩行練習も、

　ただ漠然と歩くのではなく、速度感を意識しなが

　ら歩くことが大切であるということが確認され、

　これからの指導に生かしたい。

　　　　(平成9 ・1997　甲府一高｢研究紀要｣20)

《表３》。ｔ。 f乍St!贋摩斗 （男一子-）

１㎞のタイム ㎞／Ｈ 小諸まで轟雁順
小諸到着時刻
l嘱ｕ３分鴨

小諸到着時刻
l嘱･15分鴨

小諸到着時刻

l嘱･●10分ｎ

６分００秒
６分30秒
７分００秒
７分30秒
８分００秒
８分30秒
９分００秒
９分30秒
○分００秒

○分３０秒１分００秒
１分３０秒
２分００秒
２分３０秒

１０．０
　９．２
　８．６

　８．０
　７．５
　７．１
　６．７
　６．３
　６．０
　５．７
　５．５
　５．２
　５．０
　４．８

ｏ時間１８分

１時間１２分

２時間ｏＯ分

２時間５４分

３時間４８分

４時間３０分

５時間２４分

６時間２４分

７時間１２分

８時間０６分

８時間４８分

９時間５４分

Ｏ時間４２分

１時間３０分

　１時３６分

　２時３０分

　３吟１８分

　４吽１２分

　lj蛙亙豆
　５時４８分

　６時４２分

　７時４２分

　８時３０分

　９時２４分

１０時０６分

１１時１２分

１２吽００分

　２時０８分

　３時０２分

　３時５０分

　圭陸生!豆

　５吽３８分

　６時２０分
　７時１４分

　８時１４分

　９時０２分

　９時５６分

１０時３８分

１１時４４分

　３時28分
　4吽22分

　5時10分
　6時04分

　6吽58分
　7時40分

　8吽34分
　９時34分
１０時22分
11吽16分
11時58分
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※＿＿_は昨年度のトッブ到着

　　　　最も近い鐘である．

圖作成資料 （太子-）

１㎞のタイム ｋ●／Ｈ 小海まで喊鶴l

小海到着時刻

l嘱･13分鴨

小海到着時刻

l瓢曇&５分鴨

小海到着時刻

l嘱●110分･鞠

　５分００秒
　５分３０秒
　6分ｏＯ秒

　６分30秒
　７分ｏＯ秒
　７分３０秒
　８分００秒
　８分30秒
　９分００秒
　９分３０秒
１０分ｏＯ秒
１０分３０秒
１１分００秒
１１分30秒

１２．０
１１．０
１０．０
　９．２
　８．６

　８．０
　７．５
　７．１
　６．７

　６．３
　６．０
　５．７
　５．５
　５．２

３時間４８分
４時間１２分
４時間３６分
５時間００分
５時間１８分
５時間４２分
６時間０６分
６時間３０分

６時間４８分７時間１８分
７時間３６分
８時間ＯＯ分
８時間１８分
８時間４８分

　ｏ時39分

僕鰭

　１時５１分

　２時０９分

　２吽33分

　２時５７分

　３時２１分

　３時39分

　４時０９分

　４時２７分

　４時５１分

　５時０９分

ミ

._○爵5j分

　１時１７分

　１吽41分

　2時０５分

　２鴫２３分

　２時４７分

　３時１１分

　３時３５分

　３時５３分

　４時２３分

　４吟４１分

　５時０５分

1時28分
1時52分
2時16分

2時40分
2時5e分
3時22分
3時46分

4時10分４時28分
４時58分

M　　汁馳t摩帛Ｌ。．一ずXll童１１ｎ・・ｅＡｊｕ
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　　　　　最も近い鐘である．

　　　　　　　　屋巨商量
所要時間=　　　　　　　　ａキi座

　《表１、２》はP80、90、《別表》はP263、264を

参照のこと。
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1０月１日(火）男子出発
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(1)

(2)

職員組織および協力者の状況

強行遠足委員会………22人

強行遠足準備係

■総務係………………14人

■庶務係………………７人

■会計係………………３人

・医療係………………３人

・ＰＴＡ係……………２人

・記録写真係…………３人

・生徒係………………８人

■物品係………………31人

■編集係………………５人

　【解説】強行遠足委員会は校長以下22人で組織され、

強行遠足の全般にわたる企画・立案・検討を行い、

２．生徒参加状況

　第70回強行遠足集計

　　救護検印所別到着者数

その委員をチーフに全職員が各準備係に入り細部に

わたる準備を進めた。

（3）協力者状況

　　■保護者協力者………330人

　　■医師………11人

　　■看護婦………25入

　　■同窓生………40人

　【解説】職員を含め合計480入が各任務について強

行遠足を実施した。

又、救護検印所としてお借りしているお宅をはじめ、

通過地の市町村、警察、消防、医療機関、ＪＲばか

りでなく、沿道の方々の多大な御理解と御協力によ

り強行遠足は実施することができるのである。

《男　　子》 《女　　子》

検印所（km） １　年 ２　年 ３　年 合　計 検印所（km） １　年
２　年 ３　年 合　計

１韮　崎16.4 ０ ０ １ １ ※津金未到着　３名
２若神子25.8 １ １ ２ ４

３津　金33.4 １ １ １ ３ ３津　金７．３ ３ １ ０ ４

４三軒屋40.1 ６ １ ６ 13 ４三軒屋14.1 ３ １ １ ５

５清　里44.4 ８ ８ 10 26 ５清　里18.3 ７ ７ ０ 14

６野辺山50.1 18 16 17 51 ６野辺山24.9 ０ ３ ２ ５

７市　場56.9 ５ ４ ３ 12 ７市　場30.8 ６ ９ ４ 19

８海ノロ62.1 ７ １ ２ 10 ８海ノロ36.0 41 13 16 70

９松原湖68.2 ４ ５ １ 10 ９松原湖42.1 34 14 ５ 53

10小海71.9 15 16 19 50 10小海45.8 63 96 132 291

11八千穂77.5 18 12 ６ 36

12羽黒下81.5 １ ０ ３ ４

13臼　田84.8 25 22 18 65

14中　込89.7 10 20 ５ 35

15岩村田95.5 １ １ ３ ５

16三　岡99.4 ２ ０ １ ３

17小諸103.3 29 51 44 124

在　籍　者　数 156 164 146 466 在　籍　者　数 164 160 170 494

参　加　者　数 151 159 142 452 参　加　者　数 157 144 163 464

不参加者数 ５ ５ ４ 14 不参加者数 ７ 16 ７ 30

参加率（％） 96.8 97.0 97.3 97.0 参加率（％） 95.7 90.0 95.9 93.9

完走率（％） 19.2 32.0 30.9 27.4 完走率（％） 40.1 66.7 80.9 62.7

平均走破距離（km） 75.6 81.7 77.3 78.3 i隨走破Ｈ□㎞） 39.3 41.4 43.1 41.3

認θ「歩け、心のかぎり｣／強行遠足実施状況
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男子集合出発係

　平成８年10月１日午後２時30分、関口校長の号砲

を合図に、太田同窓会長の打ち鳴らす勇ましい和太

鼓の音に送られて、まず３年生の男子諸君が出発し

ていった。服装は皆一様に、蛍光テープを貼りつけ

た丸い帽子、学生服に白ズボンとキリッとしている

が、大いなる決意を秘めて緊張した表情で走り出す

者、２、３人でにこやかに話しながら歩き出すもの

などなど出発風景は様々であった。本校に10年以上

勤務して初めて体験した出発場面であったが、生徒

それぞれが自分のペースでスタートしていく様子に、

強行遠足をここまで無事故で続けることができた秘

密の一部をかいま見た思いがした。

女子集合出発係

　女子出発はいつも慌ただしい。

　バスが学校を出発するのが５時30分、須玉小に到

着するのが６時10分頃、その20分後には３年女子の

スタートとなる。

　時間との戦いで“また何か起きるかも…”という

スリルのある勤務だが、生徒はいたってのんびりで

ある。

全線巡視係

　全線巡視係は現在、職員の車５台、ＰＴＡの車２

台の計７台でその任務にあたっている。職員は、校

長車をはじめ、先導、後尾追行係に分かれ、それぞ

れの任務を行っている。生徒が事故なく安全に歩行

できるよう、全線にわたり巡視することが主たる任

務であるが、何せ百キロにも及ぶ遠のりのため容易

なことではない。しかし事故なく70回継続できたこ

とは何よりも生徒自身の自覚と協力者の方々の支援

によるところが大きい。今後も事故なく強行遠足が

続くことを祈念する。

韮崎救護検印所係

　今年は２年目で余裕をもって救護所が開設できた。

　前日までの雨で設置場所が水たまりでどうしよう

か悩んでいた。たまたまＰＴＡ協力者の知人が付近

の道路工事をしていた。 ＰＴＡ協力者がすぐ連絡を

とってくれた。ダンプに砂が載せられて到着するま

で、ものの10分も経たなかった。あっという間に水

たまりがなくなった。ラッキーだった。

若神子救護検印所係

　若神子検印所は道路の左側にある。生徒は右側通

行である。若神子検印所は三叉路の左上にある。生

徒は検印所に入るのに二度道路を横断し、出発する

のにまた道路を横断しなければならない。

　若神子検印所のピークは17時～19時となる。通勤

車両のピークと重なる。交通指導係を多勢必要とす

る所以である。

　生徒はここで夕食をとり、真暗な山道へ勇を鼓し

て出発していく。頼もしくもあり心配でもある。そ

んな思いが交錯するなか、若神子救護検印所の夜は

更けていく。

津金救護検印所係

　津全は、生徒にとっては全行程の中で最もきつい

場所にあると言ってもいいかもしれません。道は暗

い上に勾配は急で、落伍しても家に帰る交通機関が

ないのです。足を引きずりながら懐中電灯を頼りに

三軒屋へ向かう生徒の後ろ姿を見ていると、「がん

ばれ」の掛け声も自然に大きくなります。落伍した

生徒がいたら、家に電話し、親に来てもらうのです

が、帰りの車中、親子でどんな会話を交わすのでしょ

うか。「また来年がんばれよ」と励ましているでしょ

うか。

三軒屋救護検印所係

　三軒屋は今年で３年目になる。いつも遠足の前に

は大雨が降り、コースづくりが大仕事である。正確

に言うと、大仕事であるらしい。しかし、今年は、

検印所の設営が早く終了したので手伝いに行くこと

ができた。大門ダムから見上げる峠はさわやかであっ

たが、遠は小石や落葉でかなり荒れていた。数年こ

のコースを担当している父親たちは、生徒が真っ暗

r歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　認7
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間の中でも安心して歩けるように、要所をあっとい

う間に整備してくれた。数時間後にはトップが駆け

上がって来るだろう。

清里救護検印所係

　今回の特徴は、男子・女子ともに1～10位で到着

する生徒の時間差が少なかったことが挙げられる。

男子は30分程度で、女子は15分間程度の差で次々に

入ってくる。熾烈なトップ争いである。しかし、前

に前にと進む姿には、胸が痛くなるような感慨を受

けた。例年のことだが天候はいつも女子に見方をす

るらしい。今年もまた、男子には苛酷な天候であっ

たように思われる。

野辺山救護検印所係

　野退出救護検印所は、男子の道のりのほぼ中間地

点にある。この救護検印所では、例の心づくしのお

いしいしじみ汁が伝統的に振る舞われる。生徒はど

んなに疲労困信していようとも、「せめて中間地点

の野辺出にはたどり着いて、あの熱いしじみ汁を是

非とも飲みたい｡」という気持ちで救護検印所にた

どり着く生徒の数は少なくない。ここでおいしいし

じみ汁を飲み、それに元気づけられて更に先の検印

所へと進んで行くのである。

　非常に残念なことに、岡部さんとコンビを組んで

長年しじみ汁を作って下さっていた丸山さんが、こ

の１月、急逝されてしまった。今までの協力に感謝

を申し上げ、ご冥福をお祈り申し上げます。

市場救護検印所係

　市場救護検印所の重要な仕事に、歩道に被ってい

る雑草や砂の除去がある。

　野辺山から市場までは、直線が続き、猛スピード

を上げて走り過ぎるトラックが多く、危険この上な

い。歩道にはほんの少しだが段差があるし、砂が被っ

ている、脚の上がらない生徒は、危険とは分かって

いても、ついつい、広く平らな車道を歩いてしまう。

そんな気を起こさせないように、毎年、保護者の方々

は鎌やスコップを手に、歩道の整備に非常に協力的

認2　『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況

である。

海ノロ救護検印所係

　今年は、検印所前の歩道が工事中だったため、迂

回路を利用したが、前夜の雨でひどいぬかるみとな

り、修復にはてこずった。終わったら今度は、市場

坂沿道の雑草や土石の除去作業が延々と６時近くま

で続いた。ご父兄一人ひとりの献身ぶりにいたく感

激した。

　もうひとつ印象的だったのは、ＪＡＹ先生の熱烈

な激励ぶりだった。手を取って横並びに走ってくる

彼の行動的なチアリーダーぶりには感服した。

松原湖救護検印所係

　闇を抜けてきた男子は坂道の下に灯が見えると心

底救われた気がするという。女子にしても海ノロか

らの6km以上の道のりはきついが、着けばゴールが

見えてくる。協力者の応援にも一段と力が入るとい

うものである。

　佐久往還ルートになって以来、救護検印所を提供

してくださっている小池竜太郎氏宅。ハ那他の字名

の示すとおり、小海の水源地となっている水が美味

い。きっぷのいい奥さんとドリフターズのリーダー

に似たご主人。

　今年は、その昔検印所をお借りしていた酒屋の店

舗を改装し、転居のための吉日を強行遠足のために

わざわざずらしてまで協力していただいた。

　眠い、寒い、筋肉痛の生徒には快適すぎて、心を

鬼にして追い出すのもひと苦労である。

小海救護検印所係

　昨年の反省での「女子終点の小海では食べ物は出

ないのか」という意見が、小諸その他でも食べ物提

供を辞退しようという発端になった。勇気ある決断

である。反論もあったが小海は麦茶とポカリスエッ

トに徹した。

　子の到着を待つ親と、疲れて到着する息子・娘と

の対比は傍観者にも面白い。家庭内をのぞく観あり。

　全行程の半分を借用する長野県の住民から、温か
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く声をかけられるのはとてもありかたい。この行事

が長く続けられるためには、今後とも良い関係を保

つ努力と責任を感ずる。

八千穂救護検印所係

　７年前の話である。強行遠足が終わって２週間ば

かりたったころ、学校あての一通の手紙が私の元に

届いた。差出人は八千穂村のＤさん。数年前に教員

を定年退職した方とのこと。中には写真が20校程人っ

ており、強行遠足の生徒の姿に感動したという内容

が印されていた。以後、Ｄさんは２日目の朝８時ご

ろ、きまって検印所に顔を出し写真を撮っては送っ

てくれる。地元にこの行事を楽しみにしていてくれ

る人がいるというのがうれしい。夜は冷えるが、八

千穂は暖かい村だ。すぐかたわらに奥村上牛画伯の

記念館がある。

羽黒下救護検印所係

　10月１日午後８時、一旦床につく。今頃生徒はど

こを走っているのか。次第に目が冴えてきて眠れな

い。諦めて布団を抜け出した。階下に降りると、保

護者の方々も同様らしい。田中先生も降りてきた。

10時にライン引きをやろうとしたら、「先生は休ん

でいて下さい｡」と言われた。一事が万事そんな調

子で、皆さん精一杯働いてくださる。唯々感謝する

しかない。さて、トップがもうそろそろ来るころだ。

こっちも負けずにガンバるぞ。

臼田救護検印所係

　優しい眼差しで迎えてくれる「おばあちゃん」こ

と依田トミ子さん（86歳）。協力者のお母さん方と

紅いリンゴを磨いて生徒を待つ。例年応援団長は到

着後依田さん宅へ向かい、おばあちゃんの御主人の

霊前に線香を手向け感謝と報告をする。中学時ＴＶ

でおばあちゃんを見て感動し一高入学をした者。飲

まずに持ち帰った牛乳瓶を食器棚に飾ってある者。

勲章ともいえるリンゴを彼女と食べる者。おばあちゃ

んの一言はリンゴで少し重くなったリュックに人の

心の温もりを感じ小諸への一歩に勇気が湧くという。

中込救護検印所係

　トップの到着に備え、夜中の12時に起床した。し

かし到着は遅く、結局３時間近く、宿舎のロビーで

皆で起きて待つこととなった。

　これといってする事もなく、自然と子供の話になっ

た。家庭での生活・勉強・進路の事など子供につい

ての様々な心配事が話題となり幾つか相談も受けた。

日頃じっくり保護者と話す時間も少なく、また親同

士も他の家庭の様子を間く機会がないので、このトッ

プ到着までのひとときが、思わぬ収穫になった。

　やがて、午前２時45分の到着までには、気分も新

たに持ち場に別れて行った。

岩村田救護検印所係

　かつて何か所もの検印所を経験したが、この岩村

田はフォッサマグナの構造線の名称にもなっている

こともあり、以前から興味をもっていた。初めて検

印所の主任となり、ここを任されて４年目になるが、

６か所の拠点指導箇所には地下道２か所、横断歩道、

信号のない横断、踏切と指導内容も多種にわたって

いる。

　４年間の間にはいろいろな光景を経験した。「子

供が今走っていると思うととても眠ってはいられま

せん」と上気して話す保護者のこと、制限時間が追っ

ているからといって生徒と一緒に何百ｍも走ってき

た保護者のこと、寒い中でも進んでローテーション

に出かける保護者の姿などである。何といっても、

どの生徒にも我が子回様にやさしく、時には厳しく

接する態度には感服し、誠に有難く思う。

三岡救護検印所係

　長野県の方の全くの個人の篤志、好意によって成

り立っている検印所が何か所かある。「三関」は、

柏木さんご一家の並々ならぬ義侠心・誠意によって

いる。先代から始まり、ご当主の宇三郎様ご夫婦の

代となり、今は息子さん若夫婦がいろいろご助力く

ださり、時にはお孫さんまで手伝ってくれる。行事

の当日は嫁ぎ先から３人の娘さんが帰省し、一家総

動員の協力体制をとってくださる。検印所にと大型

r歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　2お
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倉庫、水道、照明器具、机椅子、ストーブなど一切

提供して頂き、大型物品は学校から全く運ばなくて

済む。前夜は心づくしの手料理をご馳走になり、帰

りには季節の野菜や土地の品を土産に頂戴する。無

事勤務を終え信濃路から甲斐路へと向かいながら、

毎年毎年この行事を支えてくれる信州人のやさしさ、

あたたかさをしみじみと思う。

小諸救護検印所係

　深夜の２時30分に係職員全員で救護検印所を開設

し、トップの生徒の到着を首を長くして待った。本

年は、昨年よりも出発時の天候は良かったが、やっ

と５時に２人の生徒の姿が見えた。長かった103キ

ロが終わった。前を走っていた１年生の体調が崩れ

ていたが、後から来た３年生が一緒に走り、小諸ま

で連れてきたとのことである。甲府一高の強行遠足

ならではの場面だと思う。また昨年は、早朝旅行に

出発する老入会の人達も、ゴールした生徒を出迎え、

握手をしている姿が見られた。長い歴史の中で小諸

市民の間に広く知れ渡っていたからこそ見られる情

景であろう。

小淵沢駅係

　キップを落としてしまった生徒が数人出たり、体

調が悪い生徒が出たりで、今年は携帯電話が大活躍

だった。本部や列車乗車指導の先生への連絡が、ホー

ムでも簡単に、かつ迅速に対応できるので非常に便

利だった。私も欲しい。

甲府駅係

　列車が到着した。「何人乗っているかな？」「眠

り込んでいる者はいないかな？」

　「先生！行って来たよ！」

　「おう！すごいな。よく頑張ったな！」

　疲れ果てた子、足を引きずっている子…しかし、

「お帰り、ご苦労さん」と声をかければ、どの子も

みな、はにかみの混在した笑みを返してくれる。

「この世に“ダメな子”なんて一人もいないんだ」－

そんな想いを再確認させてくれる甲府駅である。

認4　『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況

後尾追行係

　男子の後尾を６年追い続けて思うのは、最後尾の

生徒こそ、強行遠足の真髄だということです。前進

停止時刻を常に前にして、一つまた一つと先の検印

所を目指す姿。ｲ可度も立ち止まり、すわり込み、ま

た立ち上がるひたむきさ。そして何より、３年間最

後尾を共にした者はいないということ。　１・２年は

最後尾でも３年では遥か先を行っている。そんな気

持ちが強行遠足を支えているように思います。

後尾遊行係

　後尾追行していて感じたことは、大抵の生徒は完

走を目指すのですが、中には自分なりのペースで、

自分の目標に向かって、楽しみながら努力している

生徒がいるということです。男子が出発する昼間は

まだ暑く大変ですが、夕方になると秋を感じるこの

季節にゆっくり歩く後尾の生徒達は、先頭を目指す

生徒達より秋の気配を感じながら、達に落ちている

クリを蹴り、両脇から茂ったススキを引き抜きなが

ら歩く。この光景は、秋を楽しんでいるかのようで

す。また、女子においても、小海線の線路沿いの遠

をゆっくりコスモスを見ながら歩く生徒もいました。

強行遠足は、生徒一人一人の目標が違っても自分な

りに楽しめ、努力することが出来るのが魅力の一つ

だと感じました。

佐野智子　画
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　　　　　　　夜の闇をぬけて

　　　　　　　　　　　　　　　　北　川　雄　一

　強行遠足当日、自分でまとめた荷物を自宅で何度

も背負ったり降ろしたり、靴を履いたり脱いだりし

て、刻一刻と近づくその4亥aを計っていた。不安が

時間とともにくるのが分かる。玄関から何度かドア

ノブに手を伸ばしたが握れなかった。しばらく玄関

に座り込んでから「いってきます」も言わずに出発

した。

　外はわずかに寒い気がした。別にこの行事が嫌と

いうわけではなかったが、知らぬ間にうつむき加減

で歩いていた。蛍光テープのついた白いズボンが目

に入ってくる。緊張している実感がわいてこない

学校に着いてみんなと会ったら少しリラックスでき

た。それからしばらくして、いよいよ出発。たぶん

この先、この行事に度肝を抜かれた１年生もいたと

思う。

　第一検印所にも着かぬ間に足が痛くなり始めた。

でも以前ビデオを見せてもらったとき、足を引きずっ

て歩いている人がいた。それに比べたらまだまだこ

んな痛みなんか…と自分を自分で励ましながら先を

目指していった。

　夜もだんだん深くなり、懐中電灯の明かりも目立っ

てくる頃に、歌っている人たちがいた。たぶん苦し

さまぎれにでもしていたのだと思う。でも長くは続

かず、そのうち１人が立ち止まってしまった。それ

に続くようにまた１人立ち止まってしまった。それ

から歌い声も笑い声も聞こえなくなり、深く静かな

山の夜が訪れる。

　気温も下がり、高い木に覆われた山道をただ歩い

ている。車が来る気配もなかったので懐中電灯を消

して歩いてみた。人と人の間隔もだいぶあいてきて

いるので本当に真っ暗になるかと思ったが、ほのか

に辺りが見えた。最初は街の明かりが届いているの

かと思っていた。まさかと思いながら見上げてみる

と、月が出ていた。昼間あんなに曇っていたのに…

と思いつつもしばらくは月を眺めていた。それから

は懐中電灯をなるべく使わなかった。

　順調に駒を進めていった強行遠足だったが、ある

検印所を出てすぐに右足の筋のところに激痛が走り、

右足を引きずるかたちになった。次の検印所まで約

6km、戻れば1kmもなかったが次を目指すことにし

た。自分の右足を引きずって歩いているときに、ビ

デオで見たあの足を引きずって歩いている人のこと

を思い出した。「あの人はあの人なりに頑張ってい

たな。あの人を責められる人はいないよ、頑張ろう、

動ける限り先を目指そう。 ･･･」事実そう先を目指せ

るようなことはなかった。

　一気に肩から荷が降りた。忘れられない思い出づ

くりにはいいと思う。いい経験じゃないのかな？で

も当分は遠慮したい。（１年）

　　　メイク・ドラマｰ主役は僕

　　　　　　　　　　　　　　牛田美樹

　強行遠足というものを知ったのは中学時代の頃だっ

た。甲府一高出身の先生からよく強行遠足のことを

聞かされたのが、思えば僕がこの高校を選んだきっ

かけになったような気がする。

　そして今こうしてあのドラマを文字に変換しよう

としても、頭の中を様々な場面が駆け巡っていて、

一体何から書けばいいのか迷ってしまうのが正直な

ところである。

でも、やはり僕にとってこの強行遠足で一番辛く、

苦しく、忘れることのできないあのシーン

からの18.5kmのドラマを書こうと思う。

臼田

搾

ｊ
－
Ｍ

　臼田までは84.5km。スタートからもうすでに11時

間が過ぎ、疲労もピークに達してきていた。「調子

がおかしいJそう思い始めたのは羽黒下あたりから

だった。胃がむかむかしてきて、強い吐き気に襲わ

れたのだ。臼田になんとかたどり着くと、僕はその

ままシートに倒れ吐いた。それからの約20分のこと

はあまり覚えていない。ただ横になったまま、それ

でも、もうだめかもしれない…という弱音が脳裏を

横切ったのは確かである。

　でも僕にはどうしてもそこであきらめるわけには

『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　認j
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いかなかった。もう順位なんてどうでもよかった。

とにかく小諸に着きたい一心で起き上がり歩き続け

た。あの時の、いや、すべての所でいろいろ励まし

てくれた先生方や父兄の皆さんには本当に感謝して

いますと心から言いたい。

　中込まではすべて歩き続けた。途中、先導の五味

先生も一緒に歩いてくれた。 ＺＡＲＤの「負けないで」

を口ずさみながら歩いたりもした。岩村田に到着し

たときには予定時刻にはだいぶ遅れていたが、検印

が小諸まであと少しのところまで来ていたので、少

しずつ元気が戻ってきた。そこからは必死で岩村田

で追いつかれた３年の佐野先輩についていった。思っ

た以上のハイペースだったが枝についていくことで、

長時間戦ってきた孤独という見えない敵から解放さ

れたようで、精神的にも少し楽になってきたように

感じた。だから僕がゴールできたのも、岩村田で枝

に追いつかれ、それでも必死にくらいついていった

からだと思う。もしあの時枝に追いつかれなかった

ら自分は今ゴールインしていなかったかもしれない。

　そんなわけで臼田からの18.5kmは、マラソンで言

うならば35kmからの苦しさと同じようなものであっ

たに違いないと思う。だから、もし臼田であきらめ

ていたら、自分に負けていたら、きっと何のドラマ

も、成長もなかったと思う。

　最後にもう一度言うが、僕が小諸までたどり着け

たのは、皆さんの温かい励ましと親切のおかげだと

思う。本当に心からお礼を言いたい。

　追伸…僕が臼田で吐いた原因を述べておきたい。

それは空腹時にユンケルを飲んだかららしい（八千

穂で）。僕にとってのユンケルは逆効果だった。だ

から、それを教訓にして71同大会に臨みたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１年）

親子で走る

　　　　　　　　　　　　　　　　三　渾　美代子

　強行遠足を追えて私が感じたこと、学んだことを

格好つけずに、正直に書こうと思います。

認6　『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況

　強行遠足出発式の朝は、私の心と同じに、学校全

体が緊張感に包まれていました。そんな中、いよい

よ男子が小諸を目指し、103.3kmという苛酷な遠の

りを出発しました。学生服に白ズボン姿の男子は、

いつになくたくましく見えました。

　10月２日。私たちは、小海に向け出発しました。

父と母は強行遠足の手伝いで、前日から海ノロに行っ

ていたので、タクシーで学校まで行きました。「いっ

てきます」が言えなかったのが残念でした。

　小海までの長距離を、私は絶対に歩き続けようと、

自分自身に約束しました。しかし、日常まったくと

言っていいほど運動をしていない私にとって、45.8

kmという距離は辛いものとなりました。野辺山の検

印所を過ぎたあたりから、足は棒のようになり、一

番心配していた腰にまで痛みが出始めました。気持

ちは小海に向いているのに体がいうことをきかず、

何度もあきらめようと思いました。でも、私のため

に走って戻ってきてくれた友人がいたので頑張れま

した。私はその友人に、本当に感謝しています。海

ノロの検印所に着く前、巡回している父に会いまし

た。父は私を見てとても驚いていました。走ってい

たからです。今までに見たことのない顔でした。喜

びと不安の混ざった複雑な表情でした。ｲ可故か私は

涙が出そうになりました。海ノ目では母が持ってい

ました。時間ぎりぎりの到着のせいか、母は私を見

て泣いていました。

　強行遠足を通して気付いたことは沢山あります。

その中で最も感じたことは家族の大切さです。最近

会話の少なかった父とも、目と目の会話ができまし

た。やっぱり血が通っているんだと思いました。そ

して、強行遠足がいつまでも続けばいいと思いまし

た。（１年）

追いつき、追い越し…

　　　　　　　　　　　　　　　　　河　西　あゆみ

　私は強行遠足に対して、「ユンケルを飲めば時間

にゆとりを持って小海に着ける｡」という少し軽い
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気持ちをもっていました。その理由は、ある先生か

ら「ユンケル（千円以上）の力はすごくて、小海に

着いてもぴんぴんしてるらしい｡」という話を聞い

たからです。

　当日、私はユンケルはまずいので、リポビタンＤ

スーパーを持って臨みました。清里付近に来て、先

生のアドバイス通り疲れ切ってしまう直前に飲みま

した。しかし効き目があったのは野辺山から市場く

らいまでで、本物のユンケルを飲んだ友達などは私

たち４人の中で一番早く効き目が切れてしまい最悪

でした。

　しかし、その効き目が切れたことが私たちの友情

を強くしたのです。私たちが海ノロに着いた時、松

原湖での前進停止時刻まであと１時間しかありませ

んでした。私たちが歩いてきた時間をみると、1km

を10分以上かかっていたので、今まで通り歩くと間

に合いません。私は海ノロから走るなんて考えても

いませんでしたが、間に合わないのですから仕方が

ありません。みんな、「急がなきゃっ｡」と走り出

しました。ところが、走り出して300mもしないう

ちに走ってはいられなくなりました。私は「やっぱ

り歩く｡」と言って走るのをやめ、友達２人も歩き

始めました。でももう１人は止まらず小走りに行っ

てしまったのです。私は「４人で一緒にゴールしよ

う｡」と言ったのを思い出し走り出しました。そし

て走っている子に追いつき、追い越し、少し行って

歩きました。すると３人が私を追い越していって少

し行くと歩きました。私もまた走り出し、追いつこ

うと頑張るのです。誰かが走り出し、それぞれが追

いつこうと走り出し、追い越し、歩いていると、誰

かが自分を追い越していく。そしてまた、走り出す。

誰が次に走り出すかなどと決めたわけではないのに、

痛い足を持ち上げ、気力を頼りに、必ず誰かが、無

口のまま走り出すのです。「もう走るなよ｡」と心

の中で叫びつつ、私自身もまた、走り出しました。

そして、その無口の走り、追いつき、また走り出す

の繰り返しの終了地点、松原湖の検印所を見たとき、

本当に嬉しくて、嬉しくて、小海に着くことなんて

忘れていました。その後も、手を握りあって、あと

から来た友達を含め、５人で小海に到着したのです。

そのゴールの瞬間は、何とも表すことのできない、

最高の気分でした。

　強歩大会などは、友達と一緒に走ろうなどと約束

せず、１人で走った方が良いとよく言われますが、

私は今回の強行遠足は、友達と団結したからこそ、

自分自身に打ち勝ち、走り抜くことができたのだと

思っています。無口のまま走り、離れ、追い越し、

みんなでたどり着いた松原湖までの達のりを私は決

して忘れません。そして、この友情をこれからもずっ

と大切にしていきたいと思います。（１年）

新しい自分C こ出会いたい

　　　　　　　　　　　　　　　　藤　森　久　明

　今年ほど「小諸必着」を思ったことはない。昨年

の八千穂リタイアのくやしさから、もうすでに１年

がたち、またこの行事がやったきたのだ。リタイア

といってもケガをしたわけでもない。自分に対して

甘えたことによる挫折にすぎない。あとになって後

悔していた昨年の自分を思い出し、ひたすら「小諸

必着」への思いと、その目標に向けての努力をかさ

ねていった。

　大会前日は大雨だった。だれもが明日の雨を願う

中、自分はひたすら雨がやむのを願い続けた。それ

は、もし大会が中止となればもう本当の自分を見る

ことができないかもしれないからだ。今までどんな

ことにも甘えてきた自分をどうでも変えて新しい自

分に出会いたかった。そのためには何か困難なこと

を一つでも乗り越えてそのきっかけをつかむため、

自分はこの強行遠足を選び、そのために努力をかさ

ねてきたので、大会は絶対にやりたいと思っていた

からだ。

　自分はひたすら歩き続けた。出発した時から一緒

だった友人とお互い励ましあいながら歩き続けた。

昨年、若神子へ向かう途中に見た夕焼け、思わず立

ち止まり見上げていた野辺山での満点の星空、すべ

てが今年は違っていた。けれど足の痛みだけは昨年

『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　認7
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とは変わらなかったが、そんなことは自分が持ち続

けた思いが忘れさせてくれた気がする。

　小諸到着、目標は叶った。大きな柏手の中、歓迎

された自分の心は「ただつかれただけ」という思い

でいっぱいだった。それに今も変わっていない。だ

けどこの先、どんな困難にあっても負けない心はこ

の「強行遠足」というすばらしい行事で少しは養わ

れたのではないかと思っている。（２年）

経験とトレーニング

　　　　　　　　ハ　代　大　輔

　第70回強行遠足に備えて、まずしたことは事前の

トレーニングである。去年は夏休みに少しランニン

グしただけで、９月に入ってからは何もしなかった。

その結果、清里のあたりで足の筋肉やすじが激しく

痛み、一回座ると立つにも何分もかかる状態だった。

しかも、荷物は重く、休みを毎回多くとったことも

あり、小海でリタイアだった。しかし、あの状態で

よくあそこまで行ったと思っている。

　今年は去年同様、両親が羽黒下にいるのでそこま

では行こうと思い、９月に入ってからは早朝ほとん

ど毎日ランニ｡ングをした。上旬はつらかったが、下

旬になってくるとつらくなくなり、自分でも何とな

く体力がついたかなと感じるようになった。しかし、

体力よりも足の方が心配だった。

　そして当日、目標は臼田だったが心が重かった。

去年の経験を生かし、荷物をかなり軽くした。そし

て、厚い靴下で参加した。最初は遅いペースで歩い

たら、若神子で300番台だったので、かなりペース

を上げて歩いたが足が痛くならない。しかも、去年

よりもずっと時間が早い。これはもしかしたら完走

できるかもしれないと野辺山の辺りで感じた。検印

所では給水をして体操をするだけでほとんど休まな

かった。そして、臼田で50番まで順位を上げること

ができた。この方が有名なお婆さんかと思い、握手

してもらった。とても温かい手だった。臼田を出発

してから少し足が痛み、まめができ始めた。しかも、

2認『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況

検印所の間が約5kmや6kmと長いため、さらに痛み

が増してきた。しかし、ここまで来たのだからリタ

イアするわけには絶対いかないと自分に言い聞かせ

ながら歩いた。ゴールした時の喜びを思い浮かべな

がら。

　最後の長い1kmを歩いてゴールした時、最高だっ

た。これこそ最高の気分だと思った。最後にやれば

できるということを実感した。はじめから最後まで

やりとげるということはすばらしいことだ。この行

事は大変多くの人たちに支えられて成り立っている。

親も話していたが、どの親もみんな一生懸命協力し

ている。本当に感謝の気持ちを忘れてはならない。

そして、この行事は経験がものをいう。今年ゴール

できたのは経験を生かしたからだと思う。経験して

いない者にとっては絶対不利だというのがよくわかっ

た。後輩にも完走できるように頑張ってもらいたい。

そして自分は来年も完走を目指す。（２年）

成長する「わたし」

　　　　　　　輿　石　美　保

　私は昔からこういった行事が嫌いであり、また苦

手でもあった。「その日」が次第に近づくにつれ、

気は重く、そして極度の緊張におそわれてしまう。

入学後初めて臨んだ「強行遠足」もやはりそうだっ

た。未だ経験したことのない距離や見知らぬ土地の

ことを考えると、それまでの緊張感とは比較になら

ないものだったかもしれない。しかし今年は昨年よ

り少しは落ち着いた気持ちで参加できたように思う。

スタート地点、歩いた遠、検印所の様子など様々な

思い出が私の緊張をやわらげてくれた。

　そして当日。私は私の思い出がひどくかたよった

ものだったと気づいた。そしてごく部分的なものだ

とも…。走り、歩き続けるうちに私は昨年の私に怒

鳴られたような気がした。一年間の間に私が忘れて

いた苦しみは、だんだんと足や肩や腰に現実のもの

となってのしかかってくる。その時になって初めて、

何もかも本当に思い出せた気がした。
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　精神的な変化も多くあった。強気な自分、弱気な

自分、意地になって笑ってみせた自分、ひたすらに

「休みたい」とだけ考える自分…。最後に残った私

は「痛みに負けた自分」だった。

　筋肉痛もやわらぎ、テレビを観て笑っている今の

私が、あの痛みをかかえひたすら歩いている自分に

何も言えるわけはないが、でも一つだけ確かなこと

は、歩き続ける私が「来年までに体力的にも精神的

にも強くなりたい｡」と思ったことだ。

　来年、同じ道を進む私が今の自分より成長できて

いるように。そう考えると、私には毎日が次回の強

行遠足へのステップに感じられる。（２年）

「結果」に満足

　　　　　　　　　　　　　　　　飯　島　貴美子

　途中何度もやめたくなった自分を最後まで支えた

のはやはり去年この行事に参加できなかった悔しさ

だと思う。去年の作文でも相当愚痴ったが、去年は

強行遠足２週間前にして学校の階段から落ち足首を

捻挫。その時点で“３年間小海到達”の目標は早く

も打ち砕かれた。悔しかった。来年は絶対に頑張ろ

うと思った。

　しかし練習の段階ですでに私の目標の一つは達成

できなかった。「今日から絶対毎日走ろう」と決め

たのに、結局何日もさぼってしまった。そして当日

の45.8kmという道のりは、覚悟していたつもりだっ

たが、決して安易なものではなかった。全体の４分

の１も進まないうちに足が痛くなった。ｲ可度か自分

に負けたと思う。“ここで歩いちゃダメだ”と思い

ながら、歩いてしまう自分を正当化していた。

　一方で、いろいろなことを思い出して前に進むこ

とができた。捻挫をして「強行遠足に出たい」と言っ

た時、お医者さんに叱られて泣いたこと、大会が近

づいた時、まわりの友達が「今年は頑張ってね」と

励ましてくれたこと、朝５時頃まだ暗い道を１人で

走ったこと。他にもたくさん。

　途中で泣きたくもなった。泣けば許してもらえる

ような気もした。でも泣いてもきっと自分が情けな

くなるだけだし、泣く余裕があるなら前に進もうと

思い直した。

　限界まで力を出し切れたかどうかはわからない。

まだ自分に甘かったかもしれない。でも少なくとも

これまでの自分より強くなれたかと思う。結果には

とても満足している。というより信じられない。こ

れから私にできることは、この経験を忘れずに頑張

ることだと今思う。（２年）

負けてたまるか

　　　　　　　　　　　　　　　　秋　山　幸一郎

　　「もうやめよう」と何度も思い走ったこの103.5

kmは、忘れることのない強行遠足になった。 １・２

年の時は、野球部だったので、体力には自信があり、

強行遠足の練習という練習はしなかった。ヽ

　部活を引退して、何も運動をしていなかったので、

夏休みの終わり頃から強行遠足の練習を始めた。こ

の強行遠足で、野球部の後輩たちに負けたくなかっ

たし、自分の限界にも挑戦してみたかった。

　出発した時から、遠いペースだったので、韮崎に

は予定より40分早く着いた。野辺山からは、「何で

こんなことをしているんだろう。もうやめて早く寝

たい｡」と、ずっと思っていた。松原湖の検印所で、

先生に順番を聞いたら、33番と言われたので、頭の

中で、ずっと思っていたことをプラスに考えた。小

海・八千穂・羽黒下・臼田は、友達と励まし合いな

がら走った。臼田でコーヒー牛乳・おにぎりを食べ、

臼田のおばあちゃんや検印所の人達が、励ましてく

れたので、本当に嬉しかった。中込・岩村田・三岡

では、検印所までに時間がかかり、足も痛くて、リ

タイアしたかった。自分で自分を、「もう少し、も

う少し」と励ましながら走った。三関の検印所を出

て、小諸までは、3.9kmが、長く感じた。出発から、

今までのことを振り返りながら走った。 10時３分、

小諸に着き103.5kmを走った実感がわいた。

　この強行遠足で、様々なことを学んだ。友達の大

『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　認ﾀ
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事さ、自分の生命は自分で守る、自分の甘さ・限界

など、日常では学べないことを学べた気がする。強

行遠足で、一高生としての自覚も生まれた。３年間、

完走できて、本当に良かった。応援してくれた検印

所の人達や父兄の人や先生に感謝したい。この伝統

の行事である強行遠足は、ずっと続けていってもら

いたい。この強行遠足で、少し大人になった気がす

る。（３年）

自分を褒めたい

　　　　　　平　出　圭　太

　スタート直前に、１・２年の時の強行遠足のこと

を思い返した。確かに１年時も２年時も自分からあ

きらめることなく前進停止に掛かるまで歩き通した。

しかしそれは本当に自分の限界を尽くした結果だっ

ただろうか。残念ながら答えはＮＯだ。ふとアトラ

ンタでの有森さんの言葉が頭の中をかけめぐる、

「メダルの色は銅だけど、今回は初めて自分で自分

を褒めたいと思います｡」今年の目標は定まった。

終わった後自分を褒められるよう、後悔しないよう

に歩こう。

　歩き出す｡｡昨年までの経験と反省から、今回は自

分に最適なペースを保ち、各検印所での休憩を必要

最小限にすることを心掛けて歩き続ける。夜の帳が

下りてしばらくすると、蓄積された疲労からか、幾

度となく誘惑の声が聞こえる。これが何の得になる

のだ。物事は合理的に考えるべきだ。その声に負け

まいとして遥かなる山々の稜線を見つめる。空の色

よりも山の色の方が暗かった。夜が本当は暗くない

と悟った時、誘いの声は消えた。

　夜明けは八千穂だった。１年の時の自分のゴール

を通りすぎた時、当然身体はすでにボロボロだった。

ここから先は気力で乗り切るしかない。痛いと思う

から痛いのだと自分に言い聞かせて歩く。そう思っ

て歩き続けると苦痛は弱まってきた。精神が肉体を

凌駕した時、すべての肉体的苦痛は消え去った。し

かし岩村田を通過したときは精神力も底をついた。

叙θ　Γ歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況

残りの8km自分を動かしていたのは何か。今考える

とそれはまだ小諸に着いたことがないという危機感

だったのかもしれない。

　こうして３年目にしてとうとう僕は小諸にたどり

着けた。それはやはり誇りであり名誉である。今、

３回目の強行遠足が終了し、僕が生徒としてこの行

事に参加することは永久に不可能となってしまい、

非常に寂しいとも感じる。同時に３年間で得た貴重

な体験、珠玉の思い出、大きな達成感は僕の人生の

中で大きな意味を持つ宝物になりそうだとも感じる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年）

ともC こ生き、助け合う

　　　　　　　　　　　　　　　　中　谷　真　弓

　今年の強行遠足は自分の人生と重ね合わしていた

ような気がする。完走できなければこれからの自分

の目標や困難に打ち勝つことができないのではない

か、という気持ちを無意識のうちに感じていた。だ

から、絶対完走したかったし、友達にも完走してほ

しかった。

　歩き続けるにつれて足に痛みが積み重なってくる。

苦しいながらも、すれ違う友達に「がんばれ｡」と

声をかけずにはいられなかった。市場辺りから足が

いうことをきかなくなり、前へ出すのもやっとになっ

てきた。ここで立ち止まるわけにはいかない、負け

てたまるもんか、と自分自身に言い聞かせながら歩

いた。時間との戦いだった。

　そんな時、遠の途中で立っていてくださった方々

や、検印所でお茶を配りながら励まして下さった方々、

そしてわざわざ来て下さったＯＢの方々の応援はあ

りかたく感じられた。最後の松原湖からゴールの小

海までの間でめげそうになってしまい、それを友達

が励ましながら手を引いていってくれた時には、思

わず涙があふれそうになってしまった。

　完走し終えた時には、達成感というよりも励まし

てくれた人々への感謝の気持ちでいっぱいだった。

こんな思いは３度目にして初めて感じたことだった。
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今まで強行遠足というものは根性だと思っていた。

根性さえあれば誰だって完走できると思っていた。

しかし、それは違っていた。そこに周りの人々の助

けがあったからこそ、できたことだったのだ。これ

から生きてゆく上でも、それは同じだと思う。

　やはり人間というものは、誰かの助けがなければ

生きてはゆけないのである。その事にいかに気づく

ことができるかどうかで、人間の価値というものが

決まってくるのではないだろうか。

　今年の強行遠足で、私は自分の生き方を発見する

ことができたような気がする。自分にとって、とて

も大きな意味のある行事となり、今は満足の気持ち

でいっぱいである。是非、いつまでもこの伝統を続

けていってほしいと思う。（３年）

　　　　　　　３年目の秋の空

　　　　　　　　　　　　　　　　飯　嶋　佳　枝

　一昨年は海ノ目検印所の手前1kmあたりで泣いて

いた。足の痛みにたえられずに海ノロでやめること

を決めた自分が悔しくて泣いていた。

　去年は松原湖検印所の手前で泣いていた。前進停

止時刻が10分前に追っていたのに「検印所まであと

1km」の黄色の旗が見えてこない。それどころか前

にも後ろにも誰一人見当たらない。今年もだめなの

か、という悔しさとさみしさで泣いていた。泣きな

がら痛みをこらえ松原湖検印所を前進停止ギリギリ

で通過した。

　今年は前２回の強行遠足で泣いていた進を空を見

ながら歩いていた。余裕というには大分時間が追っ

ていたし、足の痛みも半端ではなかった。それでも

ただひたすら歩くことができた。昨年同様、２時20

分の前進停止時刻ちょうどで松原湖を出ると、待っ

ているのはやはり昨年と同様とてもきれいな秋の風

景だった。西に傾いた太陽の光に薄い雲が形を変え、

黄金色の稲がこんにちはとおじぎをしていた。この

風景が、私はとても好きで、それを今年は楽しみな

がら歩くことができた。道中40数km、ほとんど何も

考えていなかったが、この時頭に浮かんだのは、野

辺山の県境付近で１年生が言っていた言葉だった。

　　「ねえ、すごいよ。自分の足で県をまたぐんだよ。

普通じや絶対ないよねえ｡」

　その時は何とも思わなかったが、小海まであと2

kmとなった時、その１年生の言葉が妙に実感された。

自分の足でここまで来たこと。車ならほんの２・３

時間の距離を８時間30分かけてひたすら歩いたこと。

去年やおととしのこと。今年が最後だということ。

　今年は小海の手前2kmのあたりで泣いていた。特

に何か悲しいからでも、体のどこかが痛いからでも、

何か悔しいからでもなく、ただただ泣いていた。そ

んな自分がとにかく好きになった。（３年）

=……ヽや4iii｛ij
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佐野智子　画
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対象　男子428名　女子450名　合計878名 平成８年10月３日実施

設　　　　　　　　　　　　　問 解　　　　　　　　　　　　答 男子％ 女子％ 全体％

１

あなたは強行遠足の目的である尊
い人生体験を得ることができまし
たか。

Ｏできた

１できなかった
２どちらでもない
３その他

71.5

　9.3

15.9

　2.3

77.1

　3.6

15.1

　3.1

74.4

　6.4

15.5

　2.7

２

あなたは今回の強行遠足に自己の
ペストを尽くすことができました
か。

Ｏできた
１できなかった
２どちらでもない
３その他

54.9

32.2

10.0

　5.6

65.6

20.7

10.2

　5.1

60.4

26.3

10.1

　5.4

３
あなたは強行遠足をどう思います
か。

Ｏ素晴らしい行事である
１素晴らしいとは思わない
２どちらでもない
３その他

65.7

　7.2

20.3

　5.6

62.7

　5.6

25.6

　5.1

64.1

　6.4

23.0

　5.4

４ これからも強行遠足を実施すべき
だと思いますか。

Ｏ実施すべきである
１廃止すべきである
２どちらでもよい
３その他

73.4

　2.3

21.3

　1.9

73.8

　2.0

20.9

　2.2

73.6

　2.1

21.1

　2.1

５ あなたは強行遠足の意義を次のう
ち何に一番求めますか。

Ｏ自己の限界（精神的･肉体的）に
　挑戦すること
１歩くことを通して自然に親しむ
２甲府一高生としての自覚
３友人とのふれあい
４特にない
５その他

76.2

2.8

4.0

4.7

5.4

3.7

73.3

4.2

6.7

8.0

4.9

2.0

74.7

3.5

5.4

7.5

5.1

2.8

６

強行遠足を通して「自分は一高生
である」という実感がわいたり、
高まりましたか。

Ｏはい
１いいえ

67.3

30.8

76.7

21.3

72.1

26.0

７
友達（仲間）のよさについて感じ
ましたか。

Ｏはい
１いいえ
２どちらでもない
３その他

74.8

　6.8

15.4

　2.1

81.8

　3.6

10.7

　2.4

78.4

　5.1

13.0

　2.3

８

あなたは強行遠足に参加するにあ
たり、事故を絶対におこさないと
いう自覚のもとに参加しましたか。

Ｏはい
１いいえ

80.6

17.8

85.8

10.9

83.3

14.2

９
歩行中に危ない場面を体験しまし

たか。

Ｏ歩道を歩いていて体験
１車道を歩いていて体験
２障害物とぶつかりそうに
３道路から落ちそうに
４その他危ない体験
５なかった

8.4

8.6

8.4

5j

9.3

59.1

4.9

5.3

6.0

1.3

2.4

78.4

6.6

6.9

7.2

3.2

5.8

69.0

叙2『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況
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設　　　　　　　　　　　　問 解　　　　　　　　　　　　答 男子％ 女子％ 全体％

10
あなたは競歩大会に備えてどんな
トレーニングをしましたか。

Ｏランニング
１徒歩通学
２ランニングと徒歩通学
３その他の練習
４ｲ可もしなかった

35.0

11.4

11.2

15.2

26.4

21.1

26.0

11.3

　8.0

31.6

27.9

18.9

11.3

11.5

29.0

11
10でOか2と答えた人、（ランニング）

どのくらいの期間ですか。

01ケ月以上前から
13週間くらい前から
22週間くらい前から
31週間くらい前から
43曰くらい前から
５その他

11.2

12.6

13.1

9.1

1.4

3.3

　3.2

　8.2

11.3

　6.7

　2.4

　2.4

　7.2

10.4

12.2

7.9

1.9

2.8

12
10でOか2と答えた人、（ランニング）

どのくらいの距離ですか。

0 1km未満
11～2km未満
22～3km未満
3 3km以上

　2.8

　7.5

15.2

20.8

　2.0

12.7

　8.0

　8.7

　2.4

10.1

11.5

14.6

13
10で1か2と答えた人、（徒歩通学）

どのくらいの期間ですか。

01ケ月以上前から
13週間くらい前から
22週間くらい前から
31週間くらい前から
43曰くらい前から
５その他

7.9

5.8

5.1

4.2

0.9

2.8

　6.4

　6.7

12.2

　5.1

　2.2

　5.1

7.2

6.3

8.8

4.7

1.6

4.0

14 歩行計画についてはどうですか。

Ｏしっかり立て活用した
１計画は立てたが活用できなかった
２立てなかった
３その他

17.3

38.6

37.1

　4.0

25.1

48.7

18.9

　4.7

21.3

43.7

27.8

　4.3

15
強行遠足中の健康状態について
　　　　　(3つ以内回答)

Ｏ異状なし
１腹痛･胃痛
２吐き気･嘔吐
３頭痛
４貧血
５腰痛
６足のけいれん･筋肉痛
７捻挫
８靴ずれ
その他

5.1

9.3

14.0

　4.4

　5.1

41.4

72.2

　6.5

20.8

19.6

　6.7

15.3

　8.4

10.9

　3.8

51.3

65.8

　2.0

29.3

11.8

　5.9

12.4

11.2

　7.7

　4.4

46.5

68.9

　4.2

26.2

15.6

16 15の症状に対する処置について

Ｏ医師の処置をうけた
１看護婦さんの処置をうけた
２自分･友達の薬で処置した
３途中で休養した
４我慢して歩いた
５その他

　2.6

10.7

50.5

31.5

54.7

　4.0

　0.4

　4.9

20.0

　8.7

74.0

　3.3

　1.5

　7.7

34.9

19.8

64.6

　3.6

17
途中で断念した主な理由は何です
か。一つだけ答えなさい。

Ｏ全身の倦怠
１腹痛･胃痛
２頭痛
３貧血
４腰痛
５足のけいれん･筋肉痛

7.5

1.9

1.6

0.9

4.9

27.8

4.0

1.0

0.3

1.3

1.6

6.9

5.7

1.3

0.9

1.1

3.2

17.1
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17
途中で断念した主な理由は何です
か。一つだけ答えなさい。

６捻挫

７靴ずれ

８その他（身体の症状以外）

　3.0

　4.7

24.1

　0.0

　2.9

20.2

　1.6

　3.8

22.1

18 食事は何を用意しましたか。

Ｏおにぎり

１パン（含サンドイッチ）

２　何も持だない

３その他

81.3

　3.7

　3.0

13.6

66.4

　1.8

　8.4

20.4

73.7

　2.7

　5.8

17.1

19
途中食事が食べられましたか。

　(男子のみ)

Ｏ夕食、朝食ともに食べた
１夕食だけ食べた
２朝食だけ食べた
３食べなかった

38.6

51.6

　1.2

　6.5

20
夕食の場所はどこでしたか。

　(男子のみ)

Ｏ韮　崎救護検印所

１若神子　　ク
２津　金　　ク
３三軒屋　　ク
４上記以外の場所

9.6

26.4

21.0

10.0

28.3

21
朝食の場所はどこでしたか。

　(男子のみ)

Ｏ八千穂救護検印所
１羽黒下　　ク
２臼　田　　ク

３中　込　　ク
４岩村田　　ク
５上記以外の場所

4.0

3.0

12.6

　1.4

　1.6

41.1

22 水分の補給をどうしましたか。

Ｏ救護所のお茶･水を飲んだ
１自動販売機の缶ジュースなど
２０と1の両方
３その他

53.5

　5.1

33.6

　6.8

84.4

　0.7

　4.0

　8.7

69.4

　2.8

18.5

　7.7

23
あなたが最も疲れを感じた所はど
の検印所付近でしたか。

Ｏ韮　崎
１三軒屋
２野辺山
３海の□
４小　海
５八千穂
６臼　田
７中　込
８小　諸
９上記以外の場所

　5.1

23.8

14.5

13.3

　9.8

11.4

　4.7

11.4

4.2

0.7

　0.8

15.7

22.4

46.0

　6.9

　3.0

20.2

18.6

30.1

　8.3

24
帰甲のときJR小海線で座って帰れ
ましたか。

Ｏ座れた
１座れたが3人掛け
２床に腰を下ろした
３立ちどおしだった

68.7

　5.1

19.2

　3.5

47.8

　1.1

42.7

　4.2

58.0

　3.1

31.2

　3.9

25
帰甲のとき車中での様子はどうだっ
たですか。

Ｏずっと寝てきた
１ほとんど寝てきた
２眠りたかったが眠れなかった
３寝ずに帰った

19.4

48.1

14.3

14.7

　4.4

31.3

28.9

29.6

11.7

39.5

21.8

22.3

叙4　『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況
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Ｉ

Ｊ ﾊ列車ダイヤ（７０回強行遠足）
- ･ 　 － ７ 　 　 ／ 　 　 　 ｜ 　 　 ゝ 　 １ ｒ Ｕ 凹 塙 町 垣 足 J

　　列車番号

駅　　名

２２２Ｄ２両 ２２６Ｄ３両２３０Ｄ２両 ２３４Ｄ２両 ２３８Ｄ３両 ２４０Ｄ蹟 ９２４２Ｄ ２４４Ｄ２両
　　列車番号

駅　　名
時　刻 時　刻 時　刻 時　刻 時　刻 時　刻 時　刻’ 時　刻

小　　　諸 ６：４０ ８：４０ １０：２９ １２：０６ １３：２１
小　　　諸

三　　　岡 ６：４９ ８：４７ １０：３７ １ ２ ： １ ４
１３：２９

三　　　岡
岩　村　田 ７：００ ８：５５ １０：４５ １２：２２ １３：３７

岩　村　田
中　　　込 ７：２１ ９：１２ １０：５７ １２：３３ １３：４８

中　　　込
臼　　　田 ７：３３ ９：２０ １１：０５ １２：４３ １３：５６

臼　　　田
羽　黒　下 ７：３９ ９：２８ １ １ ： １３ １２：４９ １４：０２

一臨時増発－
　(9242D)

羽　黒　下
八　千　穂 ７：４７ ９：３４ １ １ ： １９ １２：５５ １４：０８

八　千　穂
小　　　海 ５：２６ ７：５８ ９：４５ １１：３０ １ ３ ： １ ４ １ ４ ： １ ９ １ ５ ： １ ３ １６ ：１０ 小　　　海
松　原　湖 ５：３１ ８：０３ ９：５０ １１：３５ １ ３ ： １ ９ １４：２４ １ ５ ： １ ８ １６ ： １ ５ 匯ｇｓ
佐久海ノロ １　５：４０ ８：１２ ９：５９ １１：４４ １３：２８ １４：３３ １５：２７ １６：２７

佐久海ノロ
野　辺　山 Ｊ　６；０２ ８：３６ １０：２１ １２：０７ １３：５３ １４：５６ １５：４９ １６：４９ 野　辺　山
清　　　里 ６：１０ ８：４４ １０：２９ １ ２ ： １ ５ １４：００ １５：０４ １５：５９ １６：５６ 涛　　　里
小　渕　沢 ｊ　６：３４ ９：０６ １０：５１ １２：３９ １４：２２ １５：２６ １６：２１ １７：２０ 小　醐　沢
乗継ぎ列班
列車番号 424M高尾 434 M 甲府 436 M 甲府 440 M 甲府 556 M 立川 442 M 高尾 340 M 塩山 566M 高尾列車番号乗換え時間 ２２分 ７１分 １７分 ４３分 ８分 １２分 ７分 １３分 乗換え時間
小淵沢発 ６：５６ １０：０７１１：０８ 　１３：２０

心
１３：５９

拿１４：３０ １５：４２ 奉１６：２８ 本１７；３３ 小淵沢発甲　府　着 ７：３５ １０：４４１１：４７ １５ ： １ ８ １６：１９ １ ７ ： １４ １８：２０ 甲　府　着
ト曹己�心夕び）Ｊ心丿大４こ

　　　　　　＿．＿．　．．．、．ｕ　よ。ｉ４Ｕ ●ｌｑ：３Ｕ　１５：４２ 奉１６：２８本１７；３３~~~一一~一一一
甲　府　着　　　７：３５　　１０：４４　１１：４７　１３：５９　１５：１８　１６：１９　１７：１４　１８：２０

　応¶皆式≒（昌a高温叫秀男ふ芯か九九･

-．-一一、‥‥－

ｻｻ大高
備　考　小海線２３８Ｄ（新政のためI祠）・２４０Ｄ（新奴のためI両増）・２４４Ｄ（新政のため誦増）・９２４２Ｄ（新政のため糾駿3両）

７年度　６　９H . 、 　 り 　 り 　 に ･ I 　 V ノ 啄 戮 隻 検 印 所
の 実

査 挨

韮①崎 ｡恥 津③金 三ね 清⑤里 ｡Ｌ 市⑦場 J。 J61 小⑩海 Aね ＪT 臼⑩田 中仙込 JI Ｅ⑩岡 小⑩諸
前進停止時刻

男 19:45 22:45 1:00 3:00 ４：１５ ６：１０ 7:55 ９：１０10 : 45 10:15 10:50 II :00 10 : 40 10 : 30 H:00 11 :00 一
女 一 一 8:20 10 : 00 H:00 12:30 13 : 45 13 :45 14:20 一 一 一 一 - 一 一 一

到着制限時刻
男 20 : 00 23 : 00 1:30 3:30 4:50 6:45 8:15 9；45 ll : 15 12 : 00 12 : 00 12 ； 00 12 : 00 12 : 00 12 : 00 12:00 12 : 00

女 一 一 8:30 10 : 15 H；20 13:00 １４ ： ００

15 : 10 15 : 10 15 : 10 一 一 一一 一 一 -
~勤務者の現地到着時刻 13 :30 14 : 00

14 : 20 13 : 30 14:30 H:50 14；30 13 :40 15 : 00 15 : 00 15 : 00 15:00 15 : 00 15 : 30 15:30 16 : 20 15 : 30
準備開始時刻 13 :30 14 : 10 14 : 20 13 : 30 15 :00 13 ； 40 14 : 30 14 : 00

15 : 10 15 : 10 15 : 15 15 : 00 15 : 30 16 : 00 15:30 16 ； 30 16 : 50

先頭到着時刻
男 16 : 08 17:31 18:40 19:41 20:24 21 ； 22 22 : 11 22:55 23:52 ０：１７ 1:07 1:39 2:04 2:45 3:46 4:13 4:52女 一 一 7:13 7:50 ８：１７ 8:57 9:31 9:58 10 : 33 10 : 50 - 一 一 一 一 一 -

集　中　時　刻
男 17 : 10 18:45 20 : 45 21 :30 22:50 0:15 1:30 2:30 4:30 ５：１０ 6:00 6:40 7:15 8:15 ９：１５ 10:30 H:30
女 一 一 7:45 8:40 9；40 10 : 50 12 : 10 13 : 05 14 : 00 14 : 50 - 一 一 - 一 一 -

最終到着時刻
男 17j 58 21:30 23 : 12 2:40 4:00 ６：１３ 7:25 8:45 10 : 43 H:50 10 : 40 11 :31 H:33 ●

● 11 :50 ●

● II :59
女 一 - 8:10 9:50 10:54 12:49 13:55 15:05 15 : 30 15 : 10 - 一 - 一 一 一 一

現地引き上げ時刻 18 : 40 22 : 30 12 : 30 H:45 13:30 15:30 15:30 16 : 00 16 : 30 17 : 00
13:30 13:30 14 : 30 13 :15 13 : 30 14:00 15 : 00

ぶ~ﾐ出発者数　［男子：４５９人・女子：４７４人］

前進中止者数

　(途中落伍含む)

男 １ ５ ９ ５ ３４ ５５ ７ １ １２ ４１ ３６ ５ ５６ ３３ ７ １ -
女 一 一 １ ４ ８ １２ １４ ６０ ３８ 一 一 一 一 一 一 一 一

前　進　者　数
男 ４５８ ４５２ ４４３ ４３８ ４０４ ３４９ ３４２ ３４１ ３２９ ２８８ ２５２ ２４７ １ ９ １ １ ５ ８ １ ５ １ １５０ １ ５ ０

到達女 一 - ４７３ ４６９ ４６１ ４４９ ４３５ ３７５ ３３７ ３３７到達 一 一 一 - - 一

『歩け、心のかぎり』／強行遠足実施状況　2G
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　（出○社’圀ぺ70虞:）jJ rl－K石一戦恂４ｙ（ｎパ｀りい,ﾉ’ヨ曜肪霧ぶ）妃旅り許９４･ｇ’川＋川社（匈川＋
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　りQU≧哨nQかげﾄ･’間川今く社!2包’柵栃包吸限ヨ!2節句ly霊知ｾﾞﾓﾄ唄（くく’目或:）1,り緋ﾉ一戦
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田’そ就く≒なv4Jヽヽ.
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聴必爾むり゜ 4jgきj’姻邱4JQSに,い呪9° 4りJとjゼ’砿呉べ佃tj叩ｙ９４）Ｑ石･恥GQ,かぶ）垣かQこ.゜
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本　校　の　沿　革（平成９年３月まで）

　　　　　本校は寛政年間甲府城南の地に設置された甲府学開所を前身とする官学徽典館に淵源する。

1873（明治６年）５月　開智学校と改称

1874（明治７年）３月　師範講習学校と改称

1875（明治８年）３月　山梨県師範学校と改称

1876（明治９年）７月

1877（明治10年）７月

1880（明治13年）1朗

1881（明治14年）８月

1882（明治15年）1朗

1883（明治16年）１月

1884（明治17年）７月

1884（明治17年）９月

1886（明治19年）４月

　　　　　　　　　６月

1887（明治20年）３月

1888（明治21年）１月

　　　　　　　　　２月

1890（明治23年）４月

1899（明治32年）４月

1900（明治33年）４月

　　　　　　　　　５月

1901（明治34年）４月

　　　　　　　　６月

1903（明治36年）４月

1906（明治39年）５月

1924（大正13年）11月

1928（昭和３年）７月

1939（昭和14年）４月

1943（昭和18年）４月

　　　　　　　　５月

1945（昭和20年）７月

1947（昭和22年）４月

1948（昭和23年）４月

市内錦町（現丸の内一丁目）に校舎新築

師範学校内に中学予備学科設置

　「中学教則」の制定に基づき、山梨県中学校が師範学校内に設置される。同月23日開校

の式典を挙行（創立記念則

師範、中学の両校合併、山梨学校と改称

徽典館と改称、師範学科、初等中学科設置

校舎焼失

はじめて徽典館初等中学科から卒業生１人を出す。

校舎再建。 10月開館式を挙行

　「中学校令」制定。

　「尋常中学校ノ学科及其程度」を制定

山梨県尋常中学校発足

徽典館女教場を改修して、山梨県尋常中学校の校舎とする。

山梨県尋常中学校予科設置（28年度廃止）、尋常中学校附属獣医専修科設置（23年度廃

止）

尋常中学校第１回卒業式挙行。

　「中学校合」改正に伴い、山梨県中学校と改称。

甲府城内に新築、移転。

山梨県中学校都留分校を谷村に置く。

本校錦町分数場内に山梨県第二中学校が設立されたので、山梨県第一中学校と改称し、

さらに同月県立山梨県第一中学校と改める。

県立山梨県第一中学校都留分校を大月に移す。

県立山梨県第一中学校都留分校を県立山梨県第二中学校都留分校とする。

山梨県立甲府中学校と改称。

第１回強行遠足実施。

西山梨郡千塚村（現位置）に新校舎竣工、移転。

補習科１学級併置。

補習科廃止。

木造９室増築。

戦災のため生徒控所、小講堂、特別教室、新館等焼失。

学制改革のため第１学年募集停止。実務科１学級併置（１年間）。

学制改革のため山梨県立甲府第一高等学校と改称。全日制課程普通科、定時制課程（夜

間男女共学、普通科）、高等学校通信教育課程設置及び併設中学校併置。木造２階建８

『歩け、心のかぎり』／本校の沿革　烈7
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柴

　　　　　　　　７月

　　　　　　　　９月

　　　　　　　　10月

1949（昭和24年）３月

1950（昭和25年）４月

1953（昭和28年）４月

1954（昭和29年）４月

1955（昭和30年）２月

1957（昭和32年）10月

1960（昭和35年）10月

1961（昭和36年）１月

　　　　　　　　３月

　　　　　　　　４月

1963（昭和38年）４月

1964（昭和39年）４月

1965（昭和40年）５月

1967（昭和42年）４月

1968（昭和43年）３月

1969（昭和44年）４月

1970（昭和45年）４月

　　　　　　　　10月

1971（昭和46年）４月

1972（昭和47年）３月

　　　　　　　　10月

1974（昭和49年）３月

1975（昭和50年）３月

1976（昭和51年）２月

　　　　　　　　３月

1977（昭和52年）３月

　　　　　　　　４月

　　　　　　　　７月

　　　　　　　　８月

　　　　　　　　８月

　　　　　　　　11月

1978（昭和53年）４月

教室を増築する。

甲府女子高校（現第一商業）に定時制課程の分校設置。

校歌制定。

定時制課程の甲府女子高校内の分校、市移管。

併設中学校廃止。

学区割設定、男女共学の実施（全日制課程普通科33学級となる）特別教室木造２階建６

教室、準備室２教室増築。

全日制１学級減の32学級となる。

全日制２学級減の30学級となる。

体育館落成。

図書館、化学特別教室、定時制給食室完成。

創立80周年記念式典挙行。

武道場を移転して、体育館横に増改築。

日新ホール落成。

全日制２学級減の28学級となる。

全日制２学級増の30学級となる。

全日制２学級増の32学級となる。

コンクリート造新館９教室落成、全日制４学級増の36学級となる。

全日制２学級減の34学級となる。

本校、南高間総合選抜制度実施、本校全日制１年定員480名。全日制１学級減の33学級

となる。

全日制２学級減の31学級となる。

全日制１学級減の30学級となる。定時制１年募集停止。通信制２・３・４年生中央高校

にて授業ならびに事務。

創立90周年記念式典挙行

コンクリート造４階建北館嬉１次分完成。

コンクリート造４階建北館第２次分完成。

北館竣工記念式挙行、憩の庭完成。

本館前庭園完成。定時制第23回・通信制第17回卒業生をもって両課程廃止。

女子更衣室２室完成。本校、南高に二高が加わって総合選抜実施。

校門わきの前庭完成。１学級増の31学級となる。

女子更衣室１室完成。６月、第ニグランド（ハンドボールコート）完成。

本校、南高、西高に束高が加わって総合選抜実施。

１学級減の30学級となる。

図書館に冷房装置を設置。

図書館北側の自転車置場改築。

図書館から運動場南および本館との間の中庭舗装。

硬式テニスコート（後援会所有地）完成。

１学級減の29学級となる。講堂北便所を便所および倉庫に改造。

2認『歩け、心のかぎり』／本校の沿革
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命

１

搾

1979（昭和54年）２月

1979（昭和54年）４月

1980（昭和55年）４月

　　　　　　　　10月

1981（昭和56年）５月

1982（昭和57年）１月

　　　　　　　　４月

1983（附和58年）２月

1984（昭和59年）３月

　　　　　　　　　４月

　　　　　　　　　８月

1985（昭和60年）４月

　　　　　　　　　10月

1986（昭和61年）３月

　　　　　　　　　４月

　　　　　　　　　12月

1988（昭和63年）４月

1989（平成元年）１月

　　　　　　　　　３月

　　　　　　　　　４月

1990（平成２年）４月

　　　　　　　　　10月

　　　　　　　　　11月

　　　　　　　　　12月

1991（平成３年）４月

　　　　　　　　　７月

　　　　　　　　　９月

　　　　　　　　　２月

　　　　　　　　　３月

1992（平成４年）４月

　　　　　　　　　６月

　　　　　　　　　７月

　　　　　　　　　８月

　　　　　　　　　９月

1993（平成５年）８月

　　　　　　　　　11月

格技場増改築。屋内体育館増築。受水槽新設。歴史資料集発刊。

２学級増の27学級となる。

１学級増の28学級となる。

創立百周年記念式典挙行

百周年記念館竣工記念式典挙行。記念館前庭完成。

野球バックネット完成。

百周年記念館史料室完備。

記念館北側の渡り廊下新築。西館南側の自転車置場完成。

防球ネット完成。（延L＝76.5m　H＝12m）囲障（フェンス）改修。プール北側目か

くしフェンス（L＝39.4m　H＝1.8m）。グランド西および北ネットフェンス（延L＝

169.7m　H＝1.5m）

本校、南高、西高、東高に甲府昭和高が加わって総合選抜実施。

プール更衣室新築。

１学級減の27学級となる。

創立105周年・強行遠足60周年記念式典および記念行事挙行。強行遠足記念像完成。

校歌碑完成。校庭改修工事完了。ピッチング練習場完成。

２学級減の25学級となる。

旧音楽室解体後美術・スケート部室新築。

１学級増の26学級となる。

弓道場完成。

文化部部室（朱光館）完成。末光館北側と日新ホール南側の自転車置場完成。

１学級増の27学級となる。

１学級減の26学級となる。

校庭西側のネット増設。

創立110周年記念式典および記念行事挙行

第ニグランド全面改修整備。

１学級減の25学級となる。英語科が設置される。

校舎改築準備委員会設置。

第ニグランド西側土留・フェンスエ事。

コンピューター教室設置。ＬＬ教室機材更新。

百周年記念館２階エアコンダクト新設工事。

１学級滅にの24学級となる。

甲府一高校舎改築工事県議会承認。

屋外プール、管理棟完成。

報貴祭（校舎に感謝する会）挙行。仮設校舎に移転。校舎改築工事開始。

本館校舎解体工事終了。

新体育館完成　移転。旧体育館解体。文化創造館（日新館）着工。

新校舎完成　移転。図書館解体。竣工式挙行（17日）。日新ホール、西館解体。外構工

事、グラン円脱水工事、外便所新築工事、部室新築工事、駐輪場新築工事、百周年記念

『歩け、心のかぎり』／本校の沿革　2幻
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1994（平成６年）２月

　　　　　　　　３月

　　　　　　　　５月

　　　　　　　　９月

1995（平成７年）11月

　　　　　　　　11月

1996（平成８年）８月

　　　　　　　　11月

1997（平成９年）３月

館塗装工事、仮設校舎解体工事、植栽工事に着手。

バックネット裏防球工事完成。

グランド南側照明完成。第ニグランド東側フェンスエ事着手。

文化創造館（日新館）完成。

石橋湛山先生胸像設置一百周年記念館－（同窓会寄贈）。

創立115周年記念式典および記念行事挙行。

文部省指定「平成６・７年度高等学校教育課程研究指定校」公開研究発表会。

インターネットの接続環境が整う。

第70回強行遠足実施、マイクロバス購入

マイクロバス車庫竣工（平成8・9・10年度卒業記念）。

卒業生数（平成８年度末）

学　　校　　名 卒業年度
卒　　　業　　　生

男 女 計

尋　　常　　中　　学　　校 明２２～３４ 313 ０ 313

県立山梨県第一中学校 明３５～３８ 209 ０ 209

山梨県立甲府中学校 明39～昭22 5,811 ０ 5,811

小　　　　　　　計 6,333 ０ 6,333

山梨県立甲府

第一高等学校

全日制課程 昭23～現在 21,718 6,840 28,558

定時制課程 昭２６～４８ 568 607 1,175

通信制課程 昭３２～４８ 88 249 337

小　　　　計 22,374 7,696 30,070

合　　　　　　　計 28,707 7,696 36,403

2洵　『歩け、心のかぎり』／本校の沿革
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奢

ぶ

奢

－

尚

　　　　　　　　　　　　　　　歴　代　校　長

○本校強行遠足は第10代江口俊博校長の時より始められた。 （就任欄の「代」は校長事務代行）

校　　　名 氏　　　名 就　　　任 退　　　任
山梨県中学校

明治１３．１０．２３ 綿　　引　　　　　泰
坂　　根　　正　　夫

広　　瀬　　範　　治
古　　田　　義　　静
中　　川　　　　　亨
平　　井　　　　　正
長　　倉　　雄　　平
村　　上　　孚　　光

中　川　泰次郎
黒　　川　　雲　　登
中　　川　　大　　郎
弊　　原　　　　　担
加　　藤　　秀　　一
大　　島　　正　　健

末　久　喜十郎
田　　村　　喜　　作
大　　竹　　信　　治
江　　口　　俊　　博
隈　　部　　以　　忠
大　　野　　芳　　岩
永　　井　　徳　　潤
近　　藤　　兵　　庫
篠　　原　　寛　　二
宮　　田　　　　　亨
雨　　宮　　重　　治
斉　　藤　　俊　　章

広　　瀬　　勝　　雄
高　　遠　　啓　　一

根　　津　　修　　蔵
若　　林　　　　勇
山　　下　　　　穆
岩　　波　　政　　雄
山　　村　　鉄　　失
望　　月　　政　　廣
三　　渾　　弘　　毅
廣　　瀬　　重　　雄
伊　　藤　　嘉　　雄

関　　□　　稔　　夫

代

代

代

１

代

２

３

４

代

５

代

６

代

７

８

９

代

10

11

12

13

14

15

代

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

明治　13.10.19

明治　１４．８．２０

明治　１ ５．２．

明治　１７．４．８

明治　２０．４．１

明治　２０．７．１３

明治　２３．７．４

明治　23.10.11

明治　２６．２．８

明治　２６．３．３０

明治　３１．５．３

明治　３１．５．２４

明治　３３．１ １．８

明治　３４．３．２６

大正　　３．９．７

大正　　６．７．９

大正　１２．３．３０

大正　１２．６．２７

昭和　　７．３．３１

昭和　１２．９．１

昭和　１９．６．１６

昭和　２１．３．３１

昭和　２５．５．３１

昭和　２９ハ．１８

昭和　２９．４．１

昭和　３２．４．１

昭和　３６．４．１

昭和　４Ｌ４ ．１

昭和　４４．４．１

昭和　４９．４．１

昭和　５１．４．１

昭和　５５．４．１

昭和　５８．４．１

昭和　６１，４．１

平成　　１．４．１

平成　　３．４．１

平成　　５．４．１

平成　　７．４．１

明治　１４．２．２

明治　１４．１１．９

明治　１７．２．３

明治　２０．３．２４

明治　２３．７．１３

明治　２３．６．３０

明治　23.10.11

明治　２６．２．６

明治　２６．３．２９

明治　２６．４．３０

明治　３１．６．３

明治　３３．１１．６

明治　３４．３．２６

大正　　３．８．３１

大正　　６．７．９

大正　１２．３．２６

大正　１２．６．２７

昭和　　７．３．３１

昭和　１２．８．３１

昭和　１９．６．１６

昭和　２１．３．３１

昭和　２５Ｊ ．３１

昭和　２９．１．１７

昭和　２９．３．３１

昭和　３２Ｊ ．３１

昭和　３６．３．３１

昭和　４１．３．３１

昭和　４４．３．３１

昭和　４９Ｊ ．３１

昭和　５１．３．３１

昭和　５５．３．３１

昭和　５８．３．３１

昭和　６１．３．３１

平成　　１．３．３１

平成　　３．３．３１

平成　　５．３．３１

平成　　７．３．３１

平成　　9/3.31

山　　梨　　学　　校

明治１ ４ ．８パ９

徽　　　典　　　館

明治１５パ０．７

山梨県尋常中学校

明治２０．３．２２

山梨県中学校
明治３２．４．１

山梨県第一中学校

明治３４．４．９

県立山梨県第一中学校

明治３９．４．９

山梨県立甲府中学校
明治３９．５．２８

山梨県立甲府第″一高等学校

昭和２３．４　．１

『歩け、心のかぎり』／歴代校長　烈5
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強行遠足委員会（平成８年度）

・五　味　武

・　矢　崎

・伊　神　福

・　久津川

福　岡　哲　司　・　大　西

彦

勉

陽

孝

保

土

薬

依

坂

屋

袋

田

武雄・

美穂栄一

武雄・

　源・

市

大

春

藤

70回記念誌編集委員会

川

西

日

巻

例

幸

敬

子

勉

雄

正

赤 池 和

※
強
行
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会
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心
内
各
種
委
員
会

彦

樹
寛
謙

美本
子
成

出
金
吉

勉　・　藤　巻　敬　正　・　渡　辺　繁　樹　・　矢　嶋　夏　江
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・甲府中学・甲府一高第117回同窓会実行委員会
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編集を終えて

　平成８年（1996）、本校強行遠足は第70回を迎えた。大正13年（1924）以来、３回の中止があったから73年間

の壮挙である。

　これを記念して、生徒諸君には既に小冊子『強行遠足70同　歩け、心のかぎり』を編集、配布した。主に昭和

37年（1962）、佐久往還コースになってからの記録の概要と70同大会に焦点をあてた内容であった。

　併せて記念誌編集委員会では同窓会、PTA、旧職員の協力を得ながら、大正13年の第１回から今回までの強

行遠足の歴史全般を概観するための記録（資料）等の整理を行ってきた。整理もなんとか終わり、ここに『強行

遠足第70同記念誌　歩け、心のかぎり　1924－1996』を刊行できる運びとなった。

　編集の過程で、73年－70回の強行遠足は膨大なドキュメント（記録）と〈思い〉の集積であることを思い知ら

された。これをいかに集め、整理し、編集するかは大難事だった。

　幸い『強行遠足20周年記念誌』（昭和40年）、『佐久往還強行遠足20周年記念誌』（同56年）が我々には伝えられ

ている。私事に亘るのを許していただければ、スクールカラーである朱色の40年版沿革誌（三枝先生の挿し絵入

り！）を生徒として手にしてから、既に30余年を閲したのかと、思えばまことに感慨深い。記録綴りも70同中敷

冊の欠本はあるものの、保管されてきた。 OBや旧師の熟達の名文の数々も残っている。

　ところが、この記念誌をさらに魅力的にするはずの写真が少ない。殊に草創期、戦前……。あっても年次がはっ

きりしなかったり、鮮明でなかったり。古くは昭和11年から数次に亘って撮影され、戦災にも焼けずにきた記録

映画も見つからない。一部ダヴィングされたものを除き、記録映画を今回利用することは出来なかった。 120年

になんなんとする本校の資料保管・継承の大切さ、困難さを痛感した。

　資料発掘、調査、整理の中で多くの魅力的な先輩にお会い出来た。樋泉靖志氏、樋泉明氏、今福和重氏、岩間

孝古氏、芦滞一洋氏など、とりわけ印象深かった。共通して感じられたのは、強行遠足は学校の行事であるが、

同時にきわめて〈個人的な〉行事だということだ。

　夜間の中、苦痛に耐えながら歩を進める時、一人ひとりは否応な〈〈己〉と向かい合わざるをえない。強行遠

足の数万人の参加者の裡には数万の〈思い〉が幡居しているのである。勝ち負けはないというものの、唯一の敵

は歩行中も、歩行後も、北村透谷のことばを借りれば〈己てふ厄介なもの〉である。これを抱えつつ、甲中・一

高の夜に学んだ者たちはシャイで〈ジェントルマン〉たり、〈アンビシャス〉なのである。

　生徒たちは、今も、73年前と毫も変わることなく、苦痛に顔を歪め、汗と涙をしたたらせ、相変わらずやっか

いな〈己〉を抱いては、小海へ、小諸へと歩き継いでいる。

　73年を経て、今なお「歩き継いでいる強行遠足」のまとめとしては、この記念誌はまだ不十分の誹りを免がれ

ないかも知れない。時のもたらす誤謬も混じっているかも知れない。叱正をいただきながら、10年後、20年後の

さらなる充実を期したいと思う。

　今回の刊行にあたっては、第117回同窓会総会の当番幹事の皆さんには物心両面でひとかたならぬ御協力をい

ただいた。心から感謝申し上げたい。

　なお、資料には現代の社会通念上ふさわしくない表現も混じっているがそのままとした。オリジナルの味わい

を残したいがためである。御寛恕いただきたい。

　また、写真などの版権については極力調査したが、お気づきの点があれば御指摘いただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡哲司）
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強行遠足第70回記念誌

歩け､心のかぎり1924－1996

　平成９年３月25日　印刷

　平成９年３月31日　発行

　発行者　山梨県立甲府第一高等学校

　　　　　強行遠足第70回記念誌編集委員会

　　　〒400山梨県甲府市美咲二丁目13-44

　　　　　　　　　電話　0552-53-3525㈹

　印刷者　オズ･プリンティング

　　　〒400山梨県甲府市中央三丁目8-10

　　　　　　　　　電話　0552-35-6010㈹
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↑．ハケ嶺の山のふところに

　美しく　いろどる　もみじ

　雲白く　山川清き

　信濃路の秋をたずねて

　たくましき　歩みをいざ

　われら　甲府一高生

歩みをいさ

2.同窓の心に深く

　刻まれし　思いも　新た

　日新の歴史とともに

　心身のかぎり尽くして

　はるかなる　歩みをいざ

　われら　甲府一高生

渡遜　弘ｲ乍詞

３．山鳥の鴨く夜史けて

　結ばれし　心と心

　輝ける明日に向かいて

　朝焼けは雲の彼方へ

　たしかなる　歩みをいざ

　われら　甲府一高生

　　　　　　　(昭和37半作脂
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